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魯
迅
輯
『
古
小
説
鈎
沈
』
校
釈

-
『
幽
明
録
』
(
五
)
-

H
　
文
翁
常
欲
断
大
樹
。
欲
断
虚
去
地
一
丈
八
尺
①
。
翁
先
祝
日
、

「
吾
若
得
二
千
石
、
斧
富
者
此
虎
②
。
」
　
因
脚
之
、
中
所
欲
一
丈

八
尺
虎
②
。
後
黒
鳥
郡
。
〔
御
覚
七
百
六
十
三
〕
※
鄭
晩
晴
輯
注
本

三
五
貢
【
校
異
】
　
①
「
欲
」
、
底
本
・
飽
崇
城
本
作
「
枚
」
。
今
捜
御

党
改
。
下
③
「
欲
」
字
亦
同
。
②
「
着
」
、
底
本
・
飽
崇
城
本
作

「
著
」
。
今
捜
御
覧
改
。

【
注
釈
】
　
文
翁
　
生
没
年
未
詳
。
漢
・
景
帝
の
時
、
司
郡
の
太

守
と
な
り
、
学
校
を
作
り
筍
の
学
問
振
興
に
貞
献
す
る
。
武
帝
の

時
に
各
地
に
学
校
を
作
っ
た
の
は
、
文
翁
の
教
え
に
よ
る
。
『
漢

書
』
巻
八
九
循
真
情
に
伝
が
あ
る
。
　
二
千
石
　
漢
の
太
守
の
俸

禄
が
二
千
石
だ
っ
た
の
で
、
二
千
石
は
太
守
の
代
称
と
な
る
。
『

漢
書
』
巻
一
九
上
百
官
公
卿
表
上
に
「
郡
守
、
秦
官
、
掌
治
其
郡
、

秩
二
千
石
。
…
…
景
帝
申
二
年
更
名
太
守
。
」
と
あ
る
。

か
つ

【
訓
読
】
　
文
翁
　
常
て
大
樹
を
断
た
ん
と
欲
す
。
断
た
ん
と
欲

の

す
る
虞
は
地
を
去
る
こ
と
一
丈
八
尺
な
り
。
翁
　
先
づ
祝
り
て
日

富
!
、
水
　
一
　
登

・
も

く
、
「
吾
若
し
二
千
石
を
得
ば
、
斧
皆
に
此
の
虎
に
着
く
べ
し
」

と
。
因
り
て
之
を
榔
つ
に
、
欲
す
る
所
の
一
丈
八
尺
の
虎
に
中
た

る
。
後
果
し
て
郡
と
鳥
る
。

【
訳
文
】
　
文
翁
は
か
つ
て
大
樹
を
切
ろ
う
と
し
た
。
切
ろ
う
と

し
た
と
こ
ろ
は
地
面
か
ら
一
丈
八
尺
　
へ
約
四
㍍
)
　
だ
っ
た
。
文
翁

は
神
に
告
げ
て
、
「
私
が
も
し
太
守
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
な

ら
ば
、
斧
は
そ
の
場
所
に
つ
き
刺
さ
る
は
ず
で
あ
る
」
と
言
っ
た
。

そ
こ
で
斧
を
投
げ
た
ら
、
切
ろ
う
と
し
た
一
丈
八
尺
の
と
こ
ろ
に

当
た
っ
た
。
後
に
果
し
て
郡
の
太
守
と
な
っ
た
。

【
補
説
】
　
文
翁
の
霊
異
譚
は
、
『
御
覚
』
巻
七
四
引
『
録
異
博
』

に
も
見
ら
れ
る
。

文
翁
者
、
應
江
人
。
鳥
兄
童
時
、
乃
有
神
異
。
及
長
、
告
起

歴
下
肢
以
作
田
、
文
翁
壷
日
研
伐
柴
薪
、
以
馬
陵
糖
。
其
夜
、

忽
有
数
百
頭
野
猪
、
以
鼻
一
載
土
着
柴
中
、
比
暁
成
楯
。
(

『
古
小
説
鈎
沈
』
所
収
『
録
異
博
』
第
1
8
話
<
「
鼻
」
無
「

一
」
字
。
)
)
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文
翁
は
、
底
江
の
人
な
り
。
兄
童
た
り
し
時
、
乃
ち
神
異
有

り
。
長
ず
る
に
及
び
、
歴
下
の
陵
を
起
こ
し
以
て
田
を
作
る

に
昔
た
り
、
文
翁
　
壷
目
柴
薪
を
析
伐
し
、
以
て
肢
塘
を
鳥

る
。
其
の
夜
、
忽
ち
数
百
頭
の
野
猪
有
り
、
鼻
を
以
て
一
た

お
よ

び
土
を
載
せ
て
柴
中
に
着
け
、
暁
に
比
び
塘
を
成
す
。

『
虞
記
』
巻
一
三
七
　
(
「
徴
応
三
」
)
引
股
芸
『
小
説
』
に
は
、

『
幽
明
録
』
と
『
録
異
博
』
　
の
二
話
を
併
せ
て
収
録
し
て
い
る
。

漢
文
翁
雷
起
田
、
研
柴
島
披
。
夜
有
百
十
野
緒
、
鼻
戴
土
、

著
柴
中
。
比
暁
、
塘
成
、
稽
常
収
。
嘗
欲
断
一
大
樹
。
欲
断

虚
去
地
一
丈
八
尺
。
翁
先
呪
日
、
「
吾
得
二
千
石
、
斧
雷
著

此
虎
。
」
　
因
榔
之
、
正
析
所
欲
。
後
果
鳥
司
郎
守
。
(
『
古
小

説
鈎
沈
』
所
収
殿
芸
『
小
説
』
第
4
7
話
)

漠
の
文
翁
　
田
を
起
こ
す
に
督
た
り
、
柴
を
祈
り
て
肢
を
鳥

る
。
夜
　
百
十
の
野
籍
有
り
、
鼻
も
て
土
を
戴
き
、
柴
中
に

著
く
。
暁
に
比
び
、
塘
成
り
、
指
常
に
収
む
。
嘗
て
一
大
樹

を
断
た
ん
と
欲
す
。
断
た
ん
と
欲
す
る
虚
は
地
を
去
る
こ
と

一
丈
八
尺
な
り
。
翁
先
づ
呪
り
て
日
く
、
「
吾
　
二
千
石
を
得

は
、
斧
　
富
に
此
の
虎
に
著
く
べ
し
」
と
。
困
り
て
之
を
榔

つ
に
、
正
に
欲
す
る
所
を
祈
る
。
後
果
し
て
萄
郡
の
守
と
罵

る
。

斧
を
投
げ
て
占
う
話
と
し
て
は
、
『
御
覚
』
巻
七
六
三
引
『
七

賢
博
』
に
、

文
集
、
字
翁
仲
、
興
人
倶
入
山
取
木
、
謂
侶
人
H
、
「
吾
欲

遠
學
。
先
試
投
斧
高
木
上
、
斧
皆
技
。
」
乃
投
之
、
斧
果
上
。

因
之
長
安
受
経
。
(
文
案
、
字
は
翁
仲
、
人
と
供
に
山
に
入

り
木
を
取
る
に
、
侶
人
に
謂
ひ
て
日
く
、
「
吾
遠
く
學
ば
ん

と
欲
す
。
先
づ
試
み
に
斧
を
高
木
の
上
に
投
ず
る
に
、
斧

皆
に
提
る
べ
し
」
と
。
乃
ち
之
を
投
ず
る
に
、
斧
果
し
て
上

ゆ

る
。
因
り
て
長
安
に
之
き
経
を
受
く
。
)

と
い
う
の
が
あ
る
。

3
5
　
長
安
有
張
氏
者
。
重
荷
虎
室
、
有
鳩
白
人
、

張
悪
之
、
披
憤
祝
日
、
「
鳩
、
爾
来
鳥
我
禍
耶
、

福
耶
、
入
我
慢
。
」
鳩
翻
飛
入
懐
。
以
手
探
之
、

得
一
金
帯
鈎
焉
②
。
遂
賛
之
③
。
自
是
之
後
④
、

止
於
封
淋
①
。

止
承
塵
。
馬
我

不
知
所
在
、
而

子
孫
昌
盛
⑤
。

〔
初
學
記
二
十
七
。
御
覧
八
百
十
一
。
事
類
賦
注
九
〕
　
※
鄭
晩
晴

輯
注
本
三
八
貞

【
校
異
】
　
①
「
於
封
林
」
、
初
學
記
作
「
干
封
淋
」
、
御
覧
作

「
干
封
床
」
、
飽
崇
城
本
作
「
千
林
」
。
②
事
類
拭
注
無
「
一
」

字
。
③
「
之
」
、
初
撃
記
作
「
焉
」
。
④
事
類
賦
注
無
「
之
後
」

二
字
。
⑤
「
昌
盛
」
、
事
類
斌
注
作
「
盛
昌
」
。

【
注
釈
】
　
郵
郷
　
向
か
い
の
寝
台
。
『
世
説
新
語
』
偶
請
蔦
に

「
江
彫
瞑
入
宿
、
恒
在
封
淋
上
。
」
(
江
影
　
瞑
れ
て
入
り
宿
る
に
、

恒
に
封
林
の
上
に
在
り
)
と
、
江
影
が
諸
葛
快
の
娘
の
寝
室
で
眠

る
時
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
　
鼓
饅
　
懐
を
開
く
。
『
文
選
』

巻
二
〇
播
岳
「
投
分
寄
石
友
」
李
善
注
引
玩
璃
「
鳥
規
式
典
劉
信

書
」
に
　
「
披
懐
解
帯
、
投
分
託
意
。
」
　
(
懐
を
披
き
帯
を
解
き
、

分
を
投
じ
て
意
を
記
す
)
、
巻
五
三
陸
機
「
塀
亡
論
」
　
下
に
　
「
披
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懐
虚
己
、
以
納
講
土
之
算
。
」
(
懐
を
披
き
己
を
虚
し
く
し
て
、

は
か
り
こ
と

以
て
講
士
の
　
算
　
を
納
る
)
　
と
あ
り
、
相
手
に
対
し
て
誠
意
を

示
す
意
を
表
す
。
　
承
塵
　
床
の
上
に
張
っ
た
塵
よ
け
の
幕
。
『

汚
名
』
愕
淋
帳
に
「
承
塵
、
施
於
上
、
承
塵
土
也
。
」
(
承
塵
は
、

上
に
托
し
、
塵
土
を
承
く
る
な
り
)
と
い
う
。
　
帝
鈎
　
帯
留
め

の
金
具
。
『
史
記
』
膏
太
公
世
家
に
　
「
射
中
小
白
帯
鈎
。
」
(
射
て

モ

小
白
の
帯
鈎
に
中
つ
)
　
と
あ
る
。

【
訓
読
】
　
長
安
に
張
氏
な
る
者
有
り
。
重
　
荷
り
室
に
磨
る
に
、
ふ
と
こ
ろ

鳩
有
り
自
ら
入
り
、
封
妹
に
止
ま
る
。
張
　
之
を
悪
む
も
、
懐

〇

ら

　

　

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な

ん

ぢ

を
披
き
て
祝
り
て
白
く
、
「
鳩
よ
、
爾
の
来
る
を
我
が
禍
と
焉
す

や
、
承
塵
に
止
ま
れ
。
我
が
福
と
馬
す
や
、
我
が
懐
に
入
れ
」
と
。

鳩
　
覇
飛
し
て
憶
に
入
る
。
手
を
以
て
之
を
探
る
も
、
在
る
所
を

知
ら
ず
し
て
、
一
の
金
の
帯
鈎
を
得
。
遂
に
之
を
賓
と
す
。
是
れ

よ
り
の
後
、
子
孫
昌
盛
す
。

【
訳
文
】
　
長
安
に
張
氏
と
い
う
人
が
い
た
。
昼
間
に
ひ
と
り
で

部
屋
に
い
る
と
、
鳩
が
や
っ
て
来
て
、
向
か
い
の
寝
台
に
止
ま
っ

た
。
張
氏
は
こ
れ
を
嫌
が
っ
た
が
、
胸
元
を
開
い
て
告
げ
て
言
っ

た
、
「
鳩
よ
、
お
前
が
来
た
の
が
私
の
災
い
と
な
る
の
な
ら
、
塵

受
け
の
幕
の
上
に
止
ま
り
な
さ
い
。
私
の
幸
福
と
な
る
の
な
ら
、

私
の
懐
に
入
り
な
さ
い
」
と
。
鳩
は
飛
ん
で
来
て
懐
に
入
っ
た
。

手
で
採
っ
た
が
、
鳩
は
ど
こ
に
い
っ
た
か
わ
か
ら
ず
、
か
わ
り
に

一
個
の
金
の
帯
留
め
の
金
具
を
得
た
。
そ
こ
で
そ
れ
を
宝
と
し
た
。

こ
れ
か
ら
後
、
子
孫
が
繁
栄
し
た
。

【
補
説
】
　
こ
の
話
は
、
『
捜
紳
記
』
巻
九
「
張
氏
鈎
」
(
第
2
4
0

話
)
に
も
見
ら
れ
る
。

京
兆
長
安
、
有
張
氏
。
河
鹿
一
室
。
有
鳩
目
外
人
、
止
於
林
。

張
氏
祝
日
、
「
場
末
。
鳥
我
禍
也
、
飛
上
承
塵
。
焉
我
癌
也
、

即
入
我
憤
。
」
鳩
飛
入
懐
。
以
手
探
之
、
則
不
知
鳩
之
所
在
、

而
得
一
金
鈎
。
遠
賀
之
。
自
是
子
孫
漸
富
、
資
財
苗
倍
。
筍

貫
至
長
安
、
間
之
、
乃
厚
賂
稗
。
碑
福
鈎
輿
貫
。
張
氏
既
失

鈎
、
漸
漸
衰
托
。
而
司
買
亦
教
程
窮
厄
、
不
鳥
己
利
。
戒
告

之
日
、
「
天
命
也
。
不
可
力
求
。
」
於
是
寅
鈎
以
反
張
氏
、

張
氏
復
昌
。
故
関
西
稀
張
氏
博
鈎
云
。
(
京
兆
長
安
に
、
張

氏
有
り
。
濁
り
一
室
に
磨
る
。
鳩
有
り
外
よ
り
入
り
、
林
に

わ
ざ
は
ひ

止
ま
る
。
張
氏
祝
り
て
日
く
l

、
「
鳩
よ
来
れ
。
我
が
烏
に
禍

さ
い
は
ひ

せ
ん
と
す
る
や
、
飛
び
て
承
塵
に
上
れ
。
我
が
鳥
に
幅
せ

ふ
と
こ
ろ

ん
と
す
る
や
、
即
ち
我
が
懐
に
入
れ
」
と
。
鳩
飛
び
て

懐
に
入
る
。
手
を
以
て
之
を
探
れ
ば
、
則
ち
鳩
の
在
る
所
を

知
ら
ず
し
て
、
一
の
金
鈎
を
得
。
遂
に
之
を
賓
と
す
。
是
れ

よ
り
子
孫
漸
く
富
み
、
資
財
苗
倍
す
。
筍
の
貫
長
安
に
至

り
、
之
を
聞
き
、
乃
ち
厚
く
稗
に
賭
す
。
稗
.
釣
を
痛
み
頁

に
興
ふ
。
張
氏
既
に
鈎
を
失
ひ
、
漸
漸
と
し
て
衰
耗
す
。
而

し
て
罰
の
貫
も
亦
致
し
ば
窮
厄
に
躍
り
、
己
が
利
と
属
さ
ず
。

つ
と
或
ひ
と
之
に
告
げ
て
日
く
、
「
天
命
な
り
。
力
め
て
求
む
べ

か
へ
か
ら
ず
」
と
。
是
に
於
い
て
鈎
を
賓
ら
し
以
て
張
氏
に
反
し
、

さ
か
張
氏
復
た
昌
ん
な
り
。
故
に
関
西
張
氏
の
博
鈎
と
構
す
と

云
ふ
。
)

『
幽
明
録
』
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
後
半
部
に
よ
る
と
、
張
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氏
に
し
か
効
き
目
が
な
い
帯
留
め
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の

他
、
『
捜
神
記
』
巻
九
に
は
、
次
の
第
3
6
話
も
含
め
て
そ
の
家
に

吉
祥
を
も
た
ら
す
致
富
譚
が
い
く
つ
か
あ
る
。

『
御
覧
』
巻
三
七
八
引
『
三
輔
決
録
注
』
(
後
漢
・
超
岐
撰
、

曽
・
撃
虞
注
)
　
に
、
次
の
第
3
6
話
と
併
せ
て
、

張
氏
得
鈎
、
何
氏
得
算
。
故
三
輔
酋
語
日
、
「
何
氏
算
、
張

氏
鈎
。
何
氏
肥
、
張
氏
疫
。
」
言
何
氏
有
肥
人
輌
貴
、
痩
人

抵
臨
。
張
氏
痩
者
杭
貴
、
肥
者
杭
窺
。
故
二
族
以
鈎
等
知
吉

凶
、
以
肥
痩
知
貴
腸
。
(
張
氏
　
鈎
を
得
、
何
氏
　
等
を
得
。

故
に
三
輔
の
菖
語
に
日
く
、
「
何
氏
の
算
、
張
氏
の
鈎
。
何

氏
肥
え
、
張
氏
痩
す
」
と
。
言
ふ
、
何
氏
に
肥
人
有
れ
ば
租

ち
貴
く
、
痩
人
な
れ
ば
純
ち
賎
し
。
張
氏
の
痩
す
る
者
は
抵

ち
貴
く
、
肥
ゆ
る
者
は
轍
ち
賎
し
と
。
故
に
二
族
は
鈎
算
を

以
て
吉
凶
を
知
り
、
肥
疫
を
以
て
員
歳
を
知
る
。
)

と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
漢
代
か
ら
伝
承
き
れ
て
い
た
話
と
思
わ

れ
る
。
『
虞
記
』
巻
二
九
一
(
「
神
一
」
)
「
何
比
干
」
(
出
『
三
輔

決
録
』
)
　
の
末
に
も
「
興
張
氏
倶
授
靂
瑞
、
累
世
島
名
族
。
三
輔

蓄
語
日
、
『
何
氏
策
、
張
氏
鈎
也
。
』
」
と
記
す
。

な
お
、
『
法
苑
疎
林
』
巻
五
六
　
(
大
蔵
経
本
。
四
部
本
巻
七
〇
)

し

に
は
、
出
処
を
記
さ
ず
、

曽
長
安
有
張
氏
者
。
責
燭
虚
室
。
有
鳩
目
外
人
、
止
干
床
。

張
氏
悪
之
。
披
懐
而
視
日
、
「
鳩
、
爾
来
鳥
我
禍
耶
、
飛
上

承
塵
。
鳥
我
編
耶
、
衆
人
我
懐
。
」
鳩
紺
飛
入
懐
。
乃
化
焉

一
鈎
。
徒
爾
資
産
巨
苗
。

と
、
『
捜
神
記
』
と
『
幽
明
録
』
　
の
両
者
を
併
せ
た
よ
う
な
文
章

で
、
鳩
が
帯
留
め
に
変
化
し
た
と
記
し
て
い
て
、
こ
れ
も
ま
た
一

系
列
の
伝
承
話
と
思
わ
れ
る
。

3
●
　
漢
何
比
干
夢
有
責
客
①
、
車
騎
満
門
。
党
以
語
妻
子
②
、
未

巳
、
門
首
有
老
姥
、
年
可
八
十
線
、
求
避
雨
。
雨
甚
盛
而
衣
不
清

浦
③
。
比
干
延
入
、
超
待
之
。
乃
日
、
「
書
先
出
自
后
稜
、
佐
亮
、

至
哲
有
陰
功
④
。
今
天
賜
君
策
。
」
如
筒
、
長
九
寸
、
凡
九
百
九

十
枚
、
以
授
之
日
、
「
子
孫
能
侃
者
富
貴
。
」
　
言
託
出
門
、
不
役

見
。
〔
贋
記
一
百
三
十
七
。
新
編
分
門
古
今
類
事
十
五
〕
　
※
鄭
晩

晴
輯
注
本
三
五
貞

【
校
異
】
　
①
「
漢
何
比
干
」
、
『
新
編
分
門
古
今
類
事
』
(
十
首

巻
櫻
叢
書
本
)
作
「
何
比
千
漢
人
也
」
。
②
校
記
云
、
「
『
古
今
只

事
』
十
五
亦
引
作
其
家
人
」
。
③
『
古
今
類
事
』
無
「
盛
」
「
泊
」

字
。
④
『
古
今
類
事
』
無
「
至
曽
」
　
二
字
。

【
注
釈
】
　
何
比
干
　
生
没
年
未
詳
。
『
尚
書
』
を
朝
鍔
に
学
び
、

漠
武
帝
の
時
、
廷
尉
正
と
な
り
、
張
湯
が
法
を
厳
し
く
執
行
し
た

の
に
対
し
て
仁
恕
に
務
め
、
張
湯
と
し
ば
し
ば
争
い
、
救
わ
れ
た

者
は
千
人
に
も
達
し
た
。
後
に
丹
陽
郎
尉
と
な
り
、
汝
陪
(
今
の

安
徽
省
早
陽
市
)
　
か
ら
扶
風
の
平
陵
(
今
の
快
西
省
成
陽
市
の
西

北
)
　
に
居
を
移
し
、
代
々
名
族
と
な
る
。
『
後
漢
書
』
巻
四
三
何

敵
情
に
見
え
る
。
　
后
種
　
名
は
弄
、
別
姓
は
姫
氏
。
亮
の
時
、

農
政
を
担
当
し
、
周
の
始
祖
と
な
る
。
『
史
記
』
巻
四
周
本
紀
に

見
え
る
。
至
音
有
陰
功
　
晋
の
時
代
に
隠
れ
た
功
績
が
あ
っ
た
。
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晋
は
周
の
武
王
の
子
、
成
王
の
弟
唐
叔
虞
が
晋
侯
と
な
っ
た
こ
と

よ
り
始
ま
る
。
陰
功
は
隠
れ
た
功
績
、
陰
行
と
同
義
。
陰
行
は
『

港
南
子
b
人
間
訓
に
　
「
共
有
陰
徳
者
、
必
有
陽
報
。
有
陰
行
者
、

必
有
田
名
。
」
(
尖
れ
陰
徳
有
る
者
は
、
必
ず
陽
報
有
り
。
陰
行

有
る
者
は
、
必
ず
昭
名
有
り
)
と
あ
る
。
『
捜
紳
記
』
巻
九
は
「

陰
徳
」
に
作
る
。
『
通
志
』
氏
族
略
に
、
何
氏
は
晋
の
唐
叔
虞
の

子
孫
の
韓
氏
に
始
ま
り
、
韓
が
秦
に
滅
ぼ
さ
れ
て
子
孫
が
江
港
に

分
散
し
韓
の
音
が
何
に
変
わ
っ
て
何
氏
と
な
っ
た
と
い
う
。
.
　
策

命
令
書
。
王
命
を
簡
策
(
竹
筒
を
綴
じ
合
わ
せ
た
も
の
)
に
書

き
記
し
た
も
の
。
『
周
蔵
』
春
宮
内
史
「
策
命
之
」
鄭
玄
注
に
「

策
、
謂
以
簡
策
書
王
命
。
」
(
策
は
、
簡
策
を
以
て
王
命
を
書
く

を
謂
ふ
)
、
『
春
秋
左
氏
博
』
昭
公
三
年
「
授
之
以
策
」
杜
預
注

に
　
「
策
、
賜
命
之
宙
。
」
　
(
策
は
、
命
を
賜
ふ
の
書
)
　
と
い
う
。

子
孫
能
偽
者
富
責
　
こ
の
一
文
だ
け
な
ら
、
子
孫
で
こ
れ
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
富
貴
に
な
る
で
し
ょ
う
と
い
う
意

で
あ
る
が
、
前
文
と
の
意
味
が
通
じ
に
く
い
。
『
捜
紳
記
』
巻
九

は
、
「
子
孫
侃
印
綬
者
、
常
如
此
算
。
」
(
子
孫
の
印
綬
を
侃
ぶ
る

者
は
、
告
に
此
の
算
の
如
く
な
る
べ
し
)
　
に
作
る
。
こ
れ
な
ら
、

子
孫
で
高
宮
の
位
に
つ
く
者
は
九
百
九
十
枚
の
竹
筒
の
数
ほ
ど
多

く
に
達
す
る
で
し
ょ
う
と
い
う
意
味
に
な
り
、
前
文
と
通
じ
る
。

【
訓
読
】
　
漢
の
何
比
手
夢
に
貴
客
有
り
、
車
騎
　
門
に
満
つ
。

覚
め
て
以
て
妻
子
に
語
り
、
末
だ
己
ま
ざ
る
に
、
門
首
に
老
姥
有

ば
か

り
、
年
八
十
線
可
り
、
雨
を
避
け
ん
こ
と
を
求
む
。
雨
甚
だ
盛
ん

な
る
に
衣
清
浦
せ
ず
。
比
干
　
延
き
入
れ
、
之
を
超
待
す
。
乃
ち

_
、
・

日
く
、
「
君
の
先
は
后
積
よ
り
出
で
、
桑
を
佐
け
、
哲
に
至
り
て

陰
功
有
り
。
今
　
天
君
に
策
を
賜
ふ
」
と
。
蘭
の
如
く
し
て
、
長

九
寸
、
凡
そ
九
百
九
十
枚
、
以
て
之
に
授
け
て
之
日
く
、
「
子
孫

モ
は

能
く
侃
ぶ
る
者
は
富
貴
な
ら
ん
」
と
。
言
ひ
詰
り
て
門
を
出
で
、

俊
た
見
え
ず
。

【
訳
文
】
　
漢
の
何
比
手
は
夢
に
高
貴
な
客
人
が
有
り
、
車
や
馬

が
門
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
夢
を
見
た
。
醒
め
て
か
ら
妻
子
に
話
し
た

が
、
ま
だ
語
り
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
、
門
に
八
十
余
歳
の
老
婆
が

立
ち
、
雨
宿
り
を
さ
せ
て
く
れ
と
い
っ
た
。
雨
が
激
し
く
降
っ
て

い
た
の
に
衣
服
が
濡
れ
て
い
な
か
っ
た
。
比
千
は
招
き
入
れ
て
、

手
厚
く
も
て
な
し
た
。
そ
こ
で
老
婆
は
、
「
あ
な
た
の
先
祖
は
后

稜
か
ら
始
ま
り
、
夷
を
補
佐
し
、
晋
に
な
っ
て
隠
れ
た
功
績
が
あ

り
ま
し
た
。
今
、
天
帝
が
あ
な
た
に
勅
命
を
下
さ
れ
ま
し
た
」
と

言
っ
た
。
そ
の
勅
命
書
は
竹
ふ
た
の
よ
う
で
、
長
さ
九
寸
(
約
二

十
二
セ
ン
チ
)
　
の
も
の
が
、
全
部
で
九
百
九
十
枚
あ
り
、
そ
れ
を

比
千
に
授
け
て
、
「
子
孫
で
こ
れ
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

者
は
富
貴
に
な
る
で
し
ょ
う
」
と
言
っ
た
。
言
い
終
わ
る
と
門
を

出
で
、
姿
が
見
え
な
く
な
っ
た
。

【
補
説
】
　
こ
の
話
は
、
『
捜
紳
記
』
巻
九
「
何
比
干
」
(
第
2
4
1

話
)
　
に
も
見
ら
れ
、

漢
征
和
三
年
三
月
、
天
大
雨
。
何
比
干
在
家
、
日
中
、
夢
貴

客
車
騎
満
門
。
党
以
語
妻
。
語
末
巳
、
而
門
有
老
娼
、
可
八

十
線
、
頭
目
。
求
寄
避
雨
。
雨
甚
而
衣
不
泊
漬
。
雨
止
、
送

至
門
。
乃
謂
比
千
日
、
「
公
有
陰
徳
。
今
天
錫
君
策
、
以
屈
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書　と
』　　　　ヽ

公
之
子
孫
。
」
　
因
出
懐
中
符
策
。
状
如
筒
、
長
九
寸
、
凡
九

百
九
十
枚
、
以
授
比
千
日
、
「
子
孫
侃
印
綬
者
、
皆
如
此
算
。
」

(
漢
の
征
和
三
年
三
月
、
天
大
い
に
雨
ふ
る
。
何
比
干
　
家

に
在
り
、
日
中
、
夢
に
貴
客
の
車
騎
　
門
に
満
つ
。
覚
め
て

以
て
妻
に
語
る
。
語
末
だ
巳
ま
ず
し
て
、
門
に
老
躯
有
り
、

八
十
鈴
可
り
に
し
て
、
頭
白
く
、
寄
り
て
雨
を
避
け
ん
こ
と

を
求
む
。
雨
甚
し
き
も
衣
　
清
漬
せ
ず
。
雨
止
み
、
送
り
て

門
に
至
る
。
乃
ち
比
千
に
謂
ひ
て
日
く
、
「
公
∵
陰
徳
有
り
。

今
天
君
に
策
を
錫
ひ
、
以
て
公
の
子
孫
を
虞
め
ん
と
す
」

と
。
困
り
て
懐
中
の
符
策
を
出
だ
す
。
状
は
蘭
の
如
く
し
て
、

長
九
寸
、
凡
そ
九
百
九
十
枚
、
以
て
比
千
に
授
け
て
日
く
、

「
子
孫
の
印
綬
を
侃
ぶ
る
者
は
、
告
に
此
の
算
の
如
く
な
る

べ
し
」
と
。
)

『
幽
明
録
』
よ
り
は
整
っ
た
文
章
に
な
っ
て
い
る
。
『
後
漠

巻
四
三
何
敵
情
注
引
『
何
氏
家
博
』
に
引
く
こ
の
話
も
、

六
世
祖
父
比
千
、
字
少
卿
、
経
明
行
修
、
兼
通
法
律
。
鳥
汝

陰
鯨
獄
吏
決
曹
操
、
平
活
数
千
人
。
後
鳥
丹
陽
郁
尉
、
獄
無

冤
囚
、
推
汝
紋
日
、
「
何
公
」
。
征
和
三
年
三
月
辛
亥
、
天

大
陰
雨
。
比
干
在
家
、
日
中
、
夢
貴
客
車
騎
満
門
。
党
以
語

妻
。
語
末
巳
、
而
門
有
老
梶
、
可
八
十
線
、
頭
白
、
求
寄
避

雨
。
雨
甚
而
衣
履
不
霜
漬
。
雨
止
、
送
一
至
門
。
乃
謂
比
千
日
、

「
公
有
陰
徳
。
今
天
錫
君
策
、
以
廣
公
之
子
孫
。
」
因
出
懐

中
符
策
、
状
如
筒
、
長
九
寸
、
凡
九
百
九
十
枚
、
以
授
比
干
、

子
孫
侃
印
綬
者
、
嘗
如
此
算
。
比
千
年
五
十
八
、
有
六
男
、

又
生
三
子
。
本
始
元
年
、
自
汝
陰
徒
平
陵
、
代
島
名
族
。

と
、
『
捜
紳
記
』
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。

ま
た
、
『
御
覚
』
巻
四
七
〇
引
何
法
盛
『
曽
中
興
書
』
に
、

何
比
干
、
字
長
卿
。
武
帝
時
、
烏
丹
陽
都
尉
、
有
陰
徳
。
嘗

濁
坐
、
天
大
雨
。
有
一
老
母
、
詣
比
干
、
而
衣
不
濡
。
比
干

怪
而
敬
焉
。
臨
去
、
懐
中
出
金
稗
九
百
九
十
枚
、
以
授
比
千

日
、
「
ホ
子
孫
告
侃
印
綬
、
如
此
稗
数
。
」

と
、
『
虞
記
』
巻
二
九
一
(
「
神
一
」
)
「
何
比
干
」
(
出
『
三
輔
決

録
』
)
　
に
、
汝
南
何
比
干
、
通
律
法
。
元
朔
中
、
公
孫
洪
辟
鳥
廷
尉
右
平
。

獄
無
冤
民
、
競
日
、
「
何
公
」
。
征
和
初
、
去
官
在
家
。
天

大
陰
雨
。
重
寝
、
夢
有
客
単
騎
。
党
而
一
老
娼
年
八
十
線
、

頭
重
白
、
求
寄
道
雨
。
両
方
甚
、
而
娼
衣
履
不
濡
。
比
干
異

之
、
延
入
座
。
須
央
雨
止
。
嘔
那
去
。
出
送
至
門
。
脆
謂
比

千
日
、
「
君
先
出
自
后
桟
、
尭
至
曽
有
陰
徳
、
及
公
之
身
。

富
紐
公
一
人
。
今
天
賜
策
、
以
廣
公
子
孫
。
侃
印
綬
者
、
富

、
院
蘭
。
」
長
九
寸
、
凡
百
九
十
板
、
以
授
比
千
日
、
「
子
孫

侃
印
綬
者
、
雷
院
此
算
。
」
娼
克
行
、
忽
不
見
。
比
千
年
五

十
八
、
有
六
男
。
後
三
歳
、
複
生
三
男
。
徒
平
陵
、
八
男
去
、

一
子
留
。
常
祭
娼
如
克
行
。
及
終
、
遺
令
束
首
。
日
比
干
己

下
、
興
張
氏
倶
授
室
瑞
、
累
世
島
名
族
。
三
輔
苗
語
日
、
「

何
氏
策
、
張
氏
鈎
也
。
」

と
記
す
。
『
三
輔
決
録
』
　
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
前
の
第
3
5
話
の

「
補
説
」
を
参
照
。
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3
7
　
漢
建
武
元
年
、
東
莱
人
姓
也
、
家
嘗
作
酒
盛
①
。
入
内
政
見

三
奇
客
②
。
共
持
塾
鮫
至
、
抒
其
酒
欧
③
。
異
以
統
領
代
虎
④
。

而
三
鬼
相
輿
辞
千
林
中
⑤
。
〔
書
抄
一
百
四
十
八
〕
※
郭
晩
晴
租
注

本
一
一
三
百

【
校
冥
】
　
①
清
・
高
士
奇
輯
捕
『
編
環
』
(
四
庫
全
書
本
)
巻

三
引
『
幽
明
録
』
無
「
虚
」
字
。
②
「
入
内
政
」
、
『
福
珠
』
巻

三
引
作
「
一
日
」
。
③
『
編
珠
』
巻
三
引
「
抒
」
作
「
索
」
、
無

「
其
」
字
。
④
此
句
、
『
編
環
』
巻
三
引
作
「
飲
尭
而
去
頃
有
人

来
云
見
」
十
字
。
⑤
『
編
環
』
巻
三
引
無
「
而
」
字
、
「
相
興
醇

干
」
作
「
耐
酸
於
」
三
字
。

【
注
釈
】
　
漠
建
武
元
年
　
二
五
年
。
建
武
は
、
後
漢
の
光
武
帝

の
年
号
　
(
二
五
-
五
六
年
)
。
　
克
菜
　
郡
名
。
今
の
山
東
省
蓬

莱
市
を
中
心
と
し
た
地
域
。
姓
也
　
姓
は
也
(
バ
∴
誓
。
『

捜
紳
記
』
巻
一
六
は
「
姓
池
」
に
作
る
。
　
作
洒
虞
　
酒
屋
を
開

く
。
酒
虚
は
酒
櫨
と
同
じ
。
『
世
説
新
語
』
傷
逝
唐
に
　
「
綬
黄
公

酒
場
下
過
。
」
　
(
黄
公
の
酒
場
の
下
を
経
て
過
λ
＼
)
　
と
あ
る
。

政
見
　
ち
ょ
う
ど
見
か
け
る
。
政
と
正
は
同
じ
。
　
麹
飯
　
酒
を

醸
す
麹
。
抒
其
洒
飲
　
店
の
酒
を
汲
ん
で
飲
む
。
抒
は
汲
む
意
。

郡
晩
晴
注
は
「
酉
」
(
汲
む
意
)
と
す
る
。
　
異
以
飯
麹
代
虞

怪
し
ん
で
麹
を
別
の
所
に
移
し
た
と
い
う
意
か
。
鄭
晩
晴
注
に
「

異
」
　
の
下
に
脱
文
が
あ
る
と
い
う
よ
う
に
意
味
不
明
の
句
。
『
捜

紳
記
』
に
は
こ
の
句
は
な
い
。

【
訓
読
】
　
漢
の
建
武
元
年
、
東
兼
の
人
　
姓
は
也
、
家
嘗
て
酒

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

一

さ

虚
を
作
す
。
内
に
入
る
に
政
に
三
奇
客
を
見
る
。
共
に
麹
鮫
を
持

ち
て
至
り
、
其
の
酒
を
抒
み
て
飲
む
。
異
し
み
て
飯
麹
を
以
て
虞

を
代
ふ
。
而
し
て
三
鬼
相
輿
に
林
中
に
辞
ふ
。

【
訳
文
】
　
漢
の
建
武
元
年
、
東
莱
郡
の
也
と
い
う
人
が
、
家
で

あ
る
時
酒
屋
を
開
い
た
。
中
に
入
っ
て
み
る
と
三
人
の
不
思
議
な

客
が
い
る
の
を
見
た
。
皆
麺
を
持
っ
て
き
て
、
店
の
酒
を
汲
ん
で

飲
ん
で
い
た
。
怪
し
ん
で
麹
を
別
の
所
に
移
し
た
。
そ
う
し
た
と

こ
ろ
三
人
の
幽
鬼
が
林
の
中
で
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
い
た
。

【
補
説
】
　
　
『
幽
明
録
』
　
の
こ
の
話
は
、
後
半
部
に
脱
文
が
あ
る

よ
う
で
、
文
意
が
不
明
で
あ
る
が
、
同
じ
話
を
収
録
す
る
『
捜
紳

記
』
巻
一
六
「
鬼
甜
辞
」
(
第
3
9
1
話
)
で
は
、
次
の
よ
う
に
作
る
。

漢
建
武
元
年
　
(
原
本
作
「
漢
武
建
元
年
」
、
接
江
招
樋
校
注

改
。
)
、
果
菜
人
、
姓
池
、
家
常
作
酒
。
一
日
見
三
奇
客
、

共
持
廼
飯
至
、
索
其
酒
飲
。
飲
尭
而
去
。
頃
之
、
有
人
来
云
、

「
見
三
鬼
酎
酔
於
林
中
。
」
(
漢
の
建
武
元
年
、
果
菜
の
人
、

姓
は
池
、
家
常
に
酒
を
作
る
。
一
日
　
三
奇
客
を
見
る
に
、

共
に
廼
飯
を
持
ち
て
至
り
、
其
の
酒
を
索
め
て
飲
む
。
飲
み

し
ば
ら

尭
り
て
去
る
。
之
を
頃
く
し
て
、
人
有
り
来
り
て
云
ふ
、
「

三
鬼
の
林
中
に
酎
醇
す
る
を
見
る
」
と
。
)

こ
れ
だ
と
麺
や
飯
を
持
っ
て
き
て
酒
を
買
っ
て
飲
ん
だ
三
人
の

客
人
が
幽
鬼
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

な
お
、
『
幽
明
録
』
第
2
5
話
に
も
東
兼
の
人
の
酒
造
り
の
話
が

あ
り
、
東
兼
郡
に
酒
に
ま
つ
わ
る
一
群
の
話
が
伝
承
き
れ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。
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3
8
　
漢
明
帝
①
永
平
五
年
②
、
刹
螺
劉
晨
③
・
玩
肇
共
入
天
台
山

取
穀
皮
④
、
迷
不
得
返
⑤
。
経
十
三
日
⑥
、
糧
食
乏
遼
⑦
、
飢
段

殆
死
⑧
。
遠
望
山
上
有
一
桃
樹
⑨
、
大
有
子
貫
。
而
絶
厳
達
澗
⑬
、

永
無
登
路
⑪
。
攣
縁
藤
葛
②
、
乃
得
至
上
⑬
。
各
噸
数
枚
⑧
、
而

飢
止
鰭
充
⑮
。
復
下
山
⑯
、
持
杯
取
水
⑰
、
欲
盟
漱
⑱
、
見
蕪
膏

薬
従
山
腹
流
出
。
甚
鮮
新
。
復
一
杯
流
出
、
有
胡
麻
飯
粒
⑳
。
相

謂
日
、
「
此
必
去
人
裡
不
達
⑳
。
」
使
共
浸
水
⑳
、
逆
流
行
二
三

里
⑳
、
得
度
山
出
一
大
渓
⑳
。

漢
通
有
二
女
子
⑳
、
姿
質
妙
絶
⑳
。
見
二
人
持
杯
出
、
便
笑
日
、

「
劉
・
玩
二
郎
、
捉
向
所
失
流
杯
来
。
」
農
・
肇
既
不
識
之
、
縁

二
女
便
呼
其
姓
⑳
、
如
似
有
畜
、
乃
相
見
析
喜
。
問
⑳
、
「
来
何

晩
耶
⑳
。
」
因
遼
遠
家
⑳
。

其
家
銅
⑳
瓦
屋
⑳
、
南
璧
及
東
壁
下
各
有
一
大
淋
⑳
。
皆
施
棒

羅
帳
⑳
、
帳
角
懸
鈴
、
金
銀
交
錯
⑳
。
林
頭
各
有
十
侍
碑
⑳
。
赦

云
⑳
、
「
劉
・
院
二
郎
、
経
渉
山
岨
⑳
、
向
離
得
瑾
冒
、
猶
尚
虚

弊
。
可
連
作
食
。
」
食
胡
麻
飯
⑳
、
山
羊
膳
、
牛
肉
㊥
。
甚
甘
美

㊨
。
食
畢
行
酒
。
有
一
事
女
来
㊨
。
各
持
五
三
桃
子
㊨
、
笑
而
言
、

「
賀
汝
塙
来
㊥
。
」
酒
甜
作
禦
。
劉
・
玩
折
怖
交
井
㊨
。
至
暮
、

令
各
就
一
帳
宿
。
女
往
就
之
、
言
聾
清
椀
、
令
人
忘
憂
。

至
十
日
後
鯵
、
欲
求
還
去
。
女
云
、
「
君
己
来
是
、
宿
福
所
牽
。

何
役
欲
還
耶
㊨
。
」
遂
停
半
年
串
。
気
候
草
木
是
春
時
串
、
百
鳥

喘
鳴
@
、
更
懐
悲
思
㊥
、
求
厨
甚
苦
⑳
。
女
日
⑳
、
「
罪
牽
君
。

告
可
如
何
寄
。
」
遂
呼
前
来
女
子
串
、
有
三
四
十
人
。
集
合
奏
禦
、

共
送
劉
・
玩
、
指
示
遠
路
。

既
出
、
親
膏
零
落
、
呂
屋
改
異
⑮
、
無
復
相
識
⑰
。
問
訊
得
七

世
孫
⑳
。
博
聞
上
世
入
山
⑳
、
迷
不
得
掃
。
至
曽
大
元
八
年
⑳
、

忽
復
去
、
不
知
何
所
。
〔
珠
林
　
(
大
蔵
経
本
)
　
三
十
一
、
(
四
部

本
)
四
十
二
類
棄
七
。
白
氏
六
帖
事
類
無
二
　
(
自
孔
六
帖
五
)
。

御
覚
四
十
一
、
九
百
六
十
七
。
車
類
賦
注
二
十
六
〕
　
※
鄭
晩
晴
輯

注
本
一
貢

【
校
異
】
　
①
「
漢
明
帝
」
、
校
記
云
、
「
二
字
依
『
類
繋
』
『
御

覧
』
引
補
。
」
魯
迅
以
珠
林
馬
底
本
。
六
帖
・
御
覧
四
一
作
「
漢

明
帝
」
、
類
棄
作
「
漢
帝
」
　
二
字
、
疎
林
作
「
漢
」
一
字
、
他
皆

無
此
三
字
。
②
御
覧
九
六
七
・
事
類
賦
注
無
此
四
字
。
③
事
類
賦

注
無
「
別
解
」
　
二
字
。
「
晨
」
、
校
記
云
、
「
『
御
覧
』
九
百
六
十

七
引
作
成
、
注
云
、
音
成
。
」
④
事
類
賦
注
無
「
山
」
字
。
類
果
・

珠
林
・
六
帖
・
事
類
斌
注
無
「
取
穀
皮
」
三
字
、
校
記
云
、
「
三

字
『
御
覧
』
引
有
。
」
「
穀
」
、
底
本
作
「
梨
」
、
御
覧
四
一
作
「

穀
」
、
飽
崇
城
本
四
.
一
・
九
六
七
地
作
「
穀
」
、
今
授
御
覧
九
六

七
改
。
集
韻
云
、
「
穀
、
或
几
米
。
」
穀
・
穀
・
穀
・
責
同
、
穀
、

別
字
。
⑤
類
棄
エ
バ
帖
無
此
句
以
下
一
百
五
字
。
⑥
事
類
斌
注
無

此
句
。
御
覚
九
六
七
無
「
経
」
字
。
「
三
」
、
御
覧
四
一
作
「
館
」
。

⑦
珠
林
無
「
食
」
字
。
「
糧
」
、
御
覧
四
一
(
飽
崇
城
本
同
)
・
九

六
七
作
「
琅
」
。
⑧
事
頬
賦
注
無
此
句
。
「
飢
」
、
四
部
本
疎
林
作

「
戟
」
。
「
餃
」
、
大
蔵
経
本
疎
林
・
御
覧
九
六
七
(
飽
崇
城
本
同
)

作
「
饉
」
。
⑨
御
覚
九
六
七
　
(
飽
崇
城
本
同
)
　
無
「
適
し
「
樹
」

二
字
。
事
類
賦
注
此
句
以
下
三
十
八
字
作
「
得
山
上
敦
挑
嗅
之
遂
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不
飢
」
。
⑬
珠
林
無
「
而
絶
厳
達
澗
」
　
五
字
。
校
記
云
、
「
五
字

依
『
御
覧
』
引
補
。
」
①
「
永
」
、
御
覚
四
一
(
飽
崇
城
本
同
)

作
「
了
」
、
飽
崇
城
本
九
六
七
作
「
求
」
。
②
「
撃
」
、
御
男
九
六

七
　
(
箆
崇
城
本
同
)
作
「
拒
」
、
注
云
、
「
音
班
」
。
「
縁
」
、
底
本

作
「
提
」
、
環
林
・
御
覧
九
六
七
(
飽
崇
城
本
同
)
拙
作
「
緑
」
、

今
授
改
。
此
句
、
御
覚
四
一
作
「
撃
葛
」
　
二
字
、
飽
崇
城
本
四
一

作
「
撃
葛
椚
籍
」
。
⑬
御
覚
四
一
(
飽
崇
城
本
同
)
無
「
上
」
字
。

御
買
九
六
七
　
(
飽
崇
城
本
同
)
　
作
「
然
後
得
上
」
。
⑧
御
男
四
一

(
飽
崇
城
本
同
)
　
無
「
各
」
字
。
御
覚
九
六
七
　
(
飽
崇
城
本
同
)

作
「
各
咳
敷
挑
」
。
⑤
「
飢
」
、
四
部
本
珠
林
作
「
出
」
。
此
句
、

御
覧
九
六
七
(
飽
崇
城
本
同
)
作
「
而
不
飢
」
三
字
。
⑬
御
覧
九

六
七
　
(
飽
崇
城
本
同
)
・
事
類
賦
注
無
「
役
」
字
。
⑰
御
男
九
六

七
　
(
飽
崇
城
本
同
)
・
事
顆
斌
注
無
此
句
以
下
五
十
二
字
。
⑧
「

漱
」
、
珠
林
作
「
収
」
。
⑩
御
覧
四
一
(
飽
崇
城
本
同
)
　
無
「
飯
」

字
。
⑳
「
必
」
、
底
本
・
飽
崇
城
本
四
一
作
「
知
」
。
今
接
御
覚

四
一
改
。
珠
林
無
「
相
謂
此
必
去
人
種
不
通
」
十
字
。
校
記
云
、

「
二
句
依
『
御
覚
』
引
捕
。
」
⑳
御
覚
四
一
(
飽
崇
城
本
同
)
無

此
以
下
二
句
。
⑳
底
本
無
「
行
」
字
、
今
接
珠
林
補
。
⑳
類
棄
・

六
帖
・
御
覚
四
一
(
飽
崇
城
本
同
)
無
「
得
」
字
。
御
覧
九
六
七

(
組
崇
城
本
同
)
・
事
類
賦
注
無
「
得
度
山
出
」
四
字
。
⑳
珠
林
・

六
帖
無
「
撰
」
字
。
御
覧
九
六
七
　
(
抱
崇
城
本
同
)
・
事
類
斌
注

無
「
漢
」
「
子
」
字
。
⑳
「
姿
質
」
、
六
帖
作
「
姿
容
」
、
飽
崇
城

本
四
一
・
御
覚
九
六
七
(
飽
崇
城
本
同
)
作
「
資
質
」
。
「
妙
絶
」
、

自
孔
六
帖
作
「
絶
妙
」
。
⑳
御
覚
四
一
「
二
」
下
有
「
女
」
字
。

抱
崇
城
本
四
一
「
人
」
　
下
有
「
女
」
字
。
「
杯
」
、
御
覧
四
一
(

飽
崇
城
本
同
)
　
作
「
盃
」
。
類
棄
・
六
帖
無
此
句
以
下
無
二
百
九

十
六
字
。
御
覚
九
六
七
　
(
飽
崇
城
本
同
)
・
事
類
斌
注
無
此
句
以

下
四
十
七
字
。
⑰
大
蔵
経
本
珠
林
・
御
覧
四
一
(
飽
崇
城
本
同
)

無
「
縁
」
等
。
⑳
大
蔵
経
本
疎
林
作
「
相
見
而
悉
問
」
、
四
部
本

珠
林
作
「
乃
相
見
而
悉
問
」
、
御
男
四
一
(
飽
崇
城
本
同
)
作
「

相
見
析
喜
問
」
。
校
記
云
、
「
疎
林
引
作
而
悉
、
今
従
『
御
覧
』
。
」

⑳
「
耶
」
、
底
本
作
「
邪
」
、
含
捜
御
覚
四
一
(
飽
崇
城
本
同
)

改
。
疎
林
無
此
字
。
⑳
「
迦
」
、
大
蔵
経
本
疎
林
・
御
党
四
一
(

飽
崇
域
本
同
)
・
御
覚
九
六
七
　
(
飽
崇
城
本
同
)
・
事
類
賦
注
作

「
要
」
。
⑳
「
其
家
」
、
大
蔵
経
本
疎
林
作
「
皆
」
、
御
覚
四
一
(

飽
崇
城
本
同
)
無
此
二
字
。
「
鋼
」
、
御
覧
四
一
(
飽
崇
城
本
同
)

作
「
筒
」
、
校
記
云
、
「
『
御
覧
』
引
作
筒
。
」
⑳
御
覧
九
六
七
　
(

飽
崇
城
本
同
)
・
事
類
賦
注
無
此
句
以
下
三
十
六
字
。
⑳
「
淋
」
、

大
蔵
経
本
疎
林
作
「
床
」
。
⑳
御
覚
四
一
(
飽
崇
城
本
同
)
無
「

帳
」
字
。
⑳
「
金
」
上
、
御
覧
四
一
(
抱
崇
城
本
同
)
有
「
上
」

字
。
⑳
「
林
」
、
大
蔵
経
本
疎
林
作
「
床
」
。
御
覚
四
一
(
飽
崇

城
本
同
)
無
「
有
」
字
。
⑳
「
赦
」
上
、
御
覚
四
一
(
飽
崇
城
本

同
)
　
有
「
使
」
字
。
「
赦
」
、
大
蔵
経
本
疎
林
・
飽
崇
城
本
九
六

七
作
「
勅
」
、
四
部
本
珠
林
・
御
覧
四
一
(
飽
崇
城
本
同
)
・
九

六
七
・
事
類
斌
注
作
「
勅
」
。
「
赦
」
　
下
、
御
覧
九
六
七
　
(
飽
崇

城
本
同
)
・
事
類
賦
注
有
「
碑
」
字
。
⑳
「
岨
」
、
御
覚
四
一
(

飽
崇
城
本
同
)
　
作
「
阻
」
。
御
覧
九
六
七
　
(
抱
崇
城
本
同
)
・
事

類
賦
注
無
此
句
。
⑳
「
食
」
、
御
覚
四
一
(
飽
崇
城
本
同
)
　
作
「
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有
」
。
「
飯
」
、
飽
崇
城
本
四
一
作
「
俳
」
。
御
覚
九
六
七
　
(
飽
崇

城
本
同
)
無
此
句
以
下
八
十
六
字
。
㊨
御
覧
四
一
(
飽
崇
城
本
同
)

無
「
牛
肉
」
二
字
。
㊨
御
覚
四
一
(
飽
崇
城
本
同
)
無
「
甘
」
字
。

㊥
御
覧
四
一
(
胞
崇
城
本
同
)
無
「
一
」
字
。
⑬
「
五
三
」
、
御

覚
四
一
(
飽
崇
城
本
同
)
　
作
「
三
五
」
。
㊨
「
増
」
、
大
蔵
経
本

疎
林
作
「
婿
」
。
⑮
珠
林
無
此
句
。
校
記
云
、
「
『
御
覧
』
引
有
此

句
。
」
㊨
底
本
無
「
至
」
字
、
今
接
御
覧
四
一
(
飽
崇
城
本
同
)

補
。
珠
林
無
此
句
以
下
二
十
二
字
。
㊨
「
耶
」
、
底
本
作
「
邪
」
、

今
接
御
覚
四
一
(
飽
崇
城
本
同
)
　
改
。
校
記
云
、
「
至
十
日
後
至

此
巳
上
拉
依
『
御
覚
』
引
補
。
」
⑱
「
停
」
、
類
棄
エ
バ
帖
・
御

覚
四
一
(
飽
崇
城
本
同
)
　
作
「
留
」
。
⑳
類
棄
・
六
帖
・
御
覚
九

六
七
　
(
飽
崇
城
本
同
)
・
事
類
賦
注
無
此
句
以
下
十
一
字
。
⑳
「

喘
鳴
」
、
御
覚
四
一
(
飽
崇
城
本
同
)
作
「
鳴
呼
」
。
㊧
類
架
輿

下
旬
合
作
「
懐
土
思
求
掃
」
五
字
、
六
帖
作
「
憤
土
思
郷
求
鋸
」

六
字
、
御
覚
九
六
七
　
(
飽
崇
城
本
同
)
作
「
憤
土
思
昂
」
四
字
。

御
覧
四
一
(
飽
崇
城
本
同
)
　
作
㍉
更
憤
土
」
　
三
字
。
事
類
斌
注
作

「
憤
土
而
思
」
。
㊨
類
棄
・
六
帖
・
御
覧
九
六
七
(
飽
崇
城
本
同
)

無
此
句
。
此
句
以
下
、
事
類
賦
注
不
引
。
⑳
類
棄
・
六
帖
無
此
句

以
下
三
十
二
字
。
㊨
御
覚
九
六
七
(
飽
崇
城
本
同
)
無
「
雷
可
」

二
字
。
御
覚
四
一
(
飽
崇
城
本
同
)
作
「
富
如
何
」
三
字
。
◎
以

下
六
十
六
字
、
御
覚
九
六
七
作
「
便
語
大
路
」
四
字
、
飽
崇
城
本

九
六
七
作
「
便
語
以
大
路
」
五
字
。
⑳
「
改
異
」
、
六
帖
作
「
更

攣
」
。
「
改
」
、
御
覚
四
一
(
飽
崇
城
本
同
)
　
作
「
全
」
。
㊨
四
部

本
珠
林
無
「
復
」
字
。
⑳
「
問
訊
」
、
類
棄
・
六
帖
作
「
訊
問
」
、

御
覧
四
一
(
組
崇
城
本
同
)
無
「
訊
」
字
。
⑳
此
句
以
下
、
類
繋
・

六
帖
不
引
。
⑳
此
句
以
下
、
御
覚
四
一
(
抱
崇
城
本
同
)
不
引
。

【
注
釈
】
　
湊
明
帝
永
平
五
年
　
西
暦
六
二
年
。
明
帝
は
後
漠
の

第
二
代
皇
帝
、
在
位
五
八
-
七
五
年
。
　
刹
麻
　
会
稽
郡
の
県
。

今
の
新
江
省
峡
州
市
。
　
劉
晨
・
玩
肇
　
こ
の
話
に
出
て
く
る
だ

け
の
人
物
。
『
御
覧
』
巻
九
六
七
　
(
飽
崇
城
本
同
)
　
は
劉
員
を
劉

属
に
作
る
。
　
天
台
山
　
新
江
省
天
台
県
の
北
に
あ
る
山
。
孫
綽

「
遊
天
台
山
賊
」
(
『
文
通
』
巻
一
一
)
　
に
　
「
雲
仙
之
所
窟
宅
」
(

重
仙
の
窟
宅
す
る
所
)
　
と
あ
る
よ
う
に
、
古
来
、
仙
山
と
称
さ
れ

多
く
の
仙
人
を
志
す
遺
士
が
集
ま
っ
て
い
た
。
　
敷
皮
　
こ
う
そ

の
樹
皮
。
『
説
文
』
に
「
穀
、
括
也
。
」
と
い
う
。
『
後
漢
書
』
巻

八
三
逸
民
・
周
蘇
情
「
乃
著
短
布
単
衣
、
穀
皮
相
頭
、
待
見
尚
書
。
」

注
に
　
「
以
穀
樹
皮
馬
絹
頭
也
。
」
(
穀
樹
皮
を
以
て
約
頭
と
焉
す

な
り
)
、
『
南
史
』
巻
甲
九
劉
詳
侍
に
　
「
詳
官
署
穀
皮
巾
、
技
納

衣
、
毎
遊
山
澤
、
轍
留
連
忘
返
。
」
(
詳
∵
冨
て
葱
皮
巾
を
著
け
、

ま
l

納
衣
を
披
て
、
山
澤
に
遊
ぶ
毎
に
、
抵
ち
留
達
し
て
返
る
を
忘

る
)
、
『
梁
書
』
巻
五
一
虚
土
・
張
孝
秀
侍
に
　
「
不
好
浮
華
、
常

冠
敷
皮
巾
。
」
(
浮
華
を
好
ま
ず
、
常
に
包
皮
巾
を
冠
す
)
　
と
あ

る
よ
う
に
、
隠
者
が
こ
う
そ
の
皮
で
頭
巾
を
作
り
、
葱
皮
巾
と
称

し
て
い
た
。
原
文
を
「
穀
」
と
し
て
、
『
蒙
求
』
(
巻
中
)
「
劉
玩

天
台
」
に
『
績
暫
詣
記
』
を
引
い
て
、
「
取
包
皮
」
を
「
浣
桒
」

二
字
に
作
る
と
こ
ろ
か
ら
、
「
衷
皮
」
　
を
葉
革
の
一
種
と
す
る
説

が
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
梨
」
と
「
穀
」
を
混
同
し
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
鄭
晩
晴
注
、
『
中
国
古
代
十
大
志
怪
小
説
貰
析
』
、
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李
剣
國
『
唐
前
志
怪
小
説
輯
繹
』
と
も
に
「
穀
」
字
を
是
と
す
る
。

絶
鳥
遽
澗
　
切
り
た
っ
た
岩
と
深
い
谷
。
曽
・
劉
現
「
扶
風
歌
」

(
『
文
選
』
巻
二
八
)
　
に
　
「
摂
櫓
□
命
徒
侶
、
吟
哺
絶
巌
中
」
(
智

を
摂
る
こ
と
徒
侶
に
命
じ
、
絶
巌
中
に
吟
唱
す
)
、
苦
・
湛
方
生

「
慣
春
震
」
　
(
『
顆
栗
』
巻
三
引
)
　
に
　
「
幽
澗
浮
泳
而
流
清
」
　
(
幽

湖
∵
汰
を
浮
か
し
て
流
れ
漬
し
)
　
と
あ
る
。
　
永
無
登
路
　
全
く

登
る
道
が
な
い
。
「
永
無
」
は
、
全
く
な
い
の
意
。
習
植
「
求
通

現
現
表
」
(
『
文
通
』
巻
三
七
)
　
に
　
「
今
臣
以
一
切
之
制
、
永
無

朝
規
之
望
。
」
(
今
　
臣
一
切
の
制
を
以
て
、
永
く
朝
観
の
望
無

し
)
と
あ
る
。
　
馨
縁
藤
葛
　
藤
や
葛
の
つ
る
を
引
っ
張
り
な
が

ら
上
る
。
「
撃
縁
」
は
あ
る
も
の
を
引
っ
張
っ
て
上
る
意
、
『
三

国
志
』
巻
五
七
呉
書
吾
粂
侍
に
「
其
大
船
尚
存
者
、
水
中
生
人
皆

撃
縁
競
呼
。
」
(
其
れ
大
船
の
尚
は
存
す
る
者
、
水
中
の
生
人
皆

撃
絶
し
て
競
呼
す
)
　
と
あ
る
。
「
撃
援
」
と
同
じ
。
　
五
漱
　
手

を
洗
い
口
を
す
す
そ
。
『
超
記
』
内
則
「
難
初
嘱
、
成
盟
漱
。
」
(

雑
初
め
て
鳴
い
て
、
成
盟
漱
す
)
と
あ
る
。
　
蕪
青
　
野
菜
の
名
、

か
ぶ
ら
。
『
後
漢
書
』
巻
七
桓
帝
紀
に
　
「
其
令
所
傷
郡
國
種
蕪
吾

以
助
人
食
。
」
(
其
れ
傷
る
る
所
の
郡
国
を
し
て
類
書
を
種
ゑ
て

以
て
入
会
を
助
け
し
め
よ
)
　
と
あ
る
。
　
胡
麻
飯
珍
　
ご
ま
飯
の

粒
。
胡
麻
は
神
仙
家
に
「
巨
勝
」
と
称
さ
れ
、
不
老
の
薬
と
考
え

ら
れ
て
い
た
。
『
抱
朴
子
』
仙
薬
詩
に
　
「
巨
勝
一
名
胡
麻
、
餌
服

之
不
老
。
」
(
巨
勝
一
名
は
胡
麻
、
之
を
餌
服
す
れ
ば
老
い
ず
)

と
あ
る
よ
う
に
、
桃
と
と
も
に
神
仙
世
界
を
表
す
言
葉
。
惨
は
飯

粒
。
　
劃
・
玩
二
郎
　
劉
さ
ん
と
阪
さ
ん
の
意
。
郎
は
男
子
の
呼

び
名
に
添
え
る
こ
と
ば
。
江
藍
生
『
魂
曽
南
北
朝
小
説
詞
語
匿
繹
』

に
　
「
六
朝
人
称
主
人
焉
郎
、
郎
君
。
」
と
い
う
よ
う
に
、
六
朝
時

代
は
主
人
の
尊
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
　
山
岨
　
険
し
い
山
。

岨
は
険
し
い
意
で
阻
と
同
じ
。
　
壇
賃
　
仙
異
の
別
称
。
こ
こ
で

は
桃
を
さ
す
。
後
の
梁
・
沈
約
「
繍
像
賛
」
(
『
虞
弘
明
集
』
巻

一
六
引
)
に
「
水
耀
金
抄
、
樹
羅
壇
冒
。
」
(
水
は
金
抄
に
耀
き
、

樹
は
項
貫
を
躍
ぬ
)
と
あ
る
。
　
虚
弊
　
虚
弱
疲
弊
、
疲
れ
き
っ

て
い
る
意
。
　
行
酒
　
酒
を
酌
ん
で
勧
め
る
。
『
史
記
』
魂
其
武

安
侯
列
博
に
　
「
濯
夫
不
悦
。
起
行
酒
、
至
武
安
。
」
(
濯
夫
悦
ば

め
′
.

ず
。
起
ち
て
酒
を
行
ら
し
、
武
安
に
至
る
)
と
あ
る
。
　
五
三
桃

子
　
数
個
の
桃
。
「
五
三
」
　
は
数
個
(
三
～
五
)
　
と
い
う
意
。
『

漢
語
大
詞
典
』
に
「
灼
汁
数
日
之
司
。
洗
吉
三
五
。
」
と
い
う
。

『
御
覧
』
巻
四
一
は
　
「
三
五
」
　
に
作
る
が
、
意
味
は
同
じ
。
　
言

肇
清
椀
　
声
が
き
よ
ら
か
で
美
し
い
。
酒
税
は
、
『
蓑
子
語
林
』

(
『
御
覚
』
巻
六
四
四
引
、
『
古
小
説
鈎
沈
』
本
第
2
5
話
)
　
に
　
「

書
中
散
夜
揮
琴
、
忽
有
一
鬼
著
械
来
、
欺
其
手
快
日
、
『
君
一
絃

不
調
。
』
中
散
興
琴
調
之
、
璧
更
清
椀
。
」
(
愁
中
散
夜
　
琴
を
弾

ず
る
に
、
忽
ち
一
鬼
の
械
を
著
け
て
来
た
る
有
り
、
其
の
手
の
快

な
る
を
歎
じ
て
日
く
、
「
君
の
一
絃
　
調
は
ず
」
と
。
中
散
　
琴
を

輿
へ
之
を
調
は
し
む
る
に
、
彗
更
に
清
椀
た
り
。
)
、
『
世
説
新
語
』

貰
誓
蔦
に
「
許
接
嘗
詣
簡
文
。
爾
夜
風
悟
月
朗
、
乃
共
作
曲
室
中

語
。
襟
情
之
詠
、
偏
是
許
之
所
長
。
酎
寄
清
椀
、
有
途
平
日
。
」

こ

　

　

　

　

し

づ

　

　

　

　

　

あ

か

(
許
接
嘗
て
簡
文
に
詣
る
。
爾
の
夜
風
悟
か
に
し
て
月
朗
る
く
、

ひ
と
へ

乃
ち
共
に
曲
室
中
の
語
を
作
す
。
襟
情
の
詠
は
、
偏
に
是
れ
許
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の
長
ず
る
所
な
り
。
糾
寄
清
椀
な
る
こ
と
、
平
日
に
途
ゆ
る
有

り
。
)
　
と
あ
る
。
『
十
大
志
怪
小
説
賞
析
』
　
で
は
「
女
子
税
活
的

声
音
酒
脆
坑
韓
」
と
訳
す
。
　
宿
椙
所
牽
　
前
世
か
ら
の
福
徳
に

導
か
れ
て
こ
の
世
界
に
や
っ
て
来
た
。
宿
福
は
前
世
で
定
め
ら
れ

た
福
の
意
で
、
『
法
華
経
』
化
城
喩
品
に
　
「
我
等
宿
福
慶
、
今
得

値
世
尊
。
」
(
我
等
宿
福
の
慶
あ
り
て
、
今
世
尊
に
値
ふ
を
得
た

り
。
)
、
飽
照
「
侍
朗
報
満
酎
閤
疏
」
　
に
　
「
宿
福
除
塵
、
差
遣
聖

明
。
」
(
宿
福
の
除
塵
あ
り
て
、
夏
に
聖
明
に
邁
ふ
。
)
　
と
あ
る
。

下
文
の
「
罪
牽
君
」
と
と
も
に
仏
教
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。
　
求

粛
甚
苦
　
帰
り
た
い
こ
と
を
切
々
と
訴
え
る
。
苦
は
程
度
の
甚
だ

し
い
こ
と
、
切
々
た
る
状
態
を
言
う
。
『
世
説
新
語
』
規
歳
篇
に

「
執
権
登
坐
、
諷
詞
朗
暢
、
詞
色
甚
苦
。
」
(
経
を
執
り
坐
に
登

し
き

り
、
諷
詞
朗
暢
、
詞
色
甚
だ
苦
り
な
り
。
)
　
と
あ
る
。
　
罪
牽
君

俗
世
の
罪
業
が
あ
な
た
た
ち
を
引
き
寄
せ
て
い
る
。
罪
は
罪
業

の
意
で
、
『
法
華
経
』
化
城
喩
品
に
　
「
罪
業
因
縁
故
、
失
欒
及
欒

し

想
。
」
(
罪
業
の
因
縁
の
故
に
、
欒
及
び
契
想
を
失
ふ
。
)
と
あ
る
。

劉
義
慶
『
宣
験
記
』
(
『
古
小
説
鈎
沈
』
本
第
2
4
話
)
　
に
、
夢
に

鷲
鳥
が
街
え
て
き
た
一
巻
の
書
を
見
る
と
「
罪
福
の
事
」
が
書
か

れ
て
い
て
、
明
朝
起
き
て
見
る
と
そ
れ
は
仏
典
だ
っ
た
と
い
う
話

が
あ
る
。
　
晋
太
元
八
年
　
三
八
三
年
、
責
苦
の
孝
武
帝
の
時
。

山
に
入
っ
た
後
漠
明
帝
永
平
五
年
か
ら
、
三
二
一
年
が
経
過
し
て

い
た
こ
と
に
な
る
。

【
訓
読
】
　
漢
の
明
帝
の
永
平
五
年
、
刹
鯨
の
劉
晨
・
玩
望
　
共

に
天
台
山
に
入
り
て
穀
皮
を
取
り
、
迷
ひ
て
返
る
を
得
ず
。
十
三

日
を
経
て
、
糧
食
　
乏
蓋
し
、
飢
餃
し
て
殆
ど
死
せ
ん
と
す
。
遥

か
に
山
上
を
望
む
に
一
桃
樹
有
り
て
、
大
い
に
子
貫
有
り
。
而
る

に
絶
厳
達
澗
あ
り
て
、
永
く
登
路
無
し
。
藤
葛
を
撃
縁
し
て
、
乃

′
ヽ
ら

ち
上
に
至
る
を
得
た
り
。
各
お
の
数
枚
を
噸
ひ
て
、
飢
ゑ
止
み
膿

充
つ
。
復
た
山
を
下
り
、
杯
を
持
ち
て
水
を
取
り
、
盟
漱
せ
ん
と

欲
す
る
に
、
蕪
苦
の
葉
の
山
腹
よ
り
流
出
す
る
を
見
る
。
甚
だ
鮮

つ
ぷ

新
な
り
。
復
た
一
の
杯
　
流
出
し
、
胡
麻
飯
の
珍
有
り
。
相
謂
ひ

て
日
く
、
「
此
れ
必
ず
人
径
を
去
る
こ
と
遠
か
ら
ず
」
と
。
使
ち

共
に
水
に
浸
し
、
流
れ
に
逆
ひ
て
行
く
こ
と
二
三
里
に
し
て
、
山

わ
た

を
度
h
ソ
て
一
大
漠
に
出
づ
る
を
得
た
り
。

渓
邊
に
二
女
子
有
り
て
、
姿
質
妙
絶
な
り
。
二
人
の
杯
を
持
ち

さ
争

て
出
づ
る
を
見
て
、
便
ち
芙
ひ
て
白
く
、
「
劉
・
玩
二
郎
、
向
に

流
れ
に
失
ひ
し
所
の
杯
を
捉
り
て
来
た
る
」
と
。
晨
・
肇
既
に
之

を
識
ら
ざ
る
も
、
二
女
の
便
ち
其
の
姓
を
呼
ぶ
や
、
畜
有
る
に
似

た
る
が
如
き
に
縁
り
て
、
乃
ち
相
見
て
析
喜
す
。
問
ふ
、
「
来
た

む
か

る
こ
と
何
ぞ
晩
き
や
」
と
。
因
り
て
道
へ
て
家
に
還
る
。

其
の
家
は
鋼
の
瓦
屋
に
し
て
、
両
壁
及
び
東
壁
の
下
に
各
お
の

あ
か

一
大
淋
有
り
。
皆
砕
き
.
羅
帳
を
施
し
、
帳
角
に
鈴
を
懸
け
、
金
銀

交
錯
す
。
淋
頭
に
各
お
の
十
侍
碑
有
り
。
赦
し
て
云
ふ
、
「
劉
・

な

玩
二
郎
、
山
岨
を
控
渉
し
、
向
に
喧
貫
を
得
と
把
も
、
猶
尚
は
虚

丁
み

弊
す
。
速
や
か
に
食
を
作
る
べ
し
」
と
。
胡
麻
の
飯
、
山
羊
の
捕
、

l

牛
肉
を
食
ら
ふ
。
甚
だ
甘
美
な
り
。
食
畢
は
り
て
酒
を
行
ふ
。
一

重
の
女
の
来
た
る
有
り
。
各
お
の
五
三
の
桃
子
を
持
ち
、
芙
ひ
て

む

こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

た

け

な

は

　

　

　

　

　

　

な

言
ふ
、
「
汝
の
塙
の
来
た
る
を
質
す
」
と
。
酒
鮒
　
に
し
て
黛
を
作
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こ

t

一

　

　

　

′

は

す
。
劉
・
玩
　
析
怖
交
こ
も
井
さ
る
。
薯
に
至
り
て
、
各
お
の
を

し
て
一
帳
に
就
き
て
宿
せ
し
む
。
女
も
往
き
て
之
に
就
き
、
言
蟹

清
椀
に
し
て
、
人
を
し
て
憂
ひ
を
忘
れ
し
む
。

十
日
の
後
に
至
り
、
還
り
去
ら
ん
こ
と
を
求
め
ん
と
欲
す
。
女

云
ふ
、
「
君
の
己
に
是
に
束
た
る
は
、
宿
福
の
牽
く
所
な
り
。
何

ぞ
復
た
還
ら
ん
と
欲
す
る
や
」
と
。
達
に
停
ま
る
こ
と
半
年
な
り
。

気
候
草
木
は
是
れ
春
時
、
百
鳥
噂
鳴
す
る
も
、
更
に
悲
思
を
懐
き
、

し
き

昂
ら
ん
こ
と
を
求
む
る
こ
と
甚
だ
苦
り
な
り
。
女
日
く
、
「
罪
君

を
牽
く
。
告
に
如
何
と
も
す
べ
け
ん
や
」
と
。
達
に
前
に
来
た
り

し
女
子
を
呼
ぶ
に
、
三
四
十
人
有
り
。
集
ま
り
合
し
て
黛
を
奏
し
、

共
に
劉
・
玩
を
送
り
、
還
る
路
を
指
示
す
。

既
に
出
づ
る
や
、
規
酋
零
落
し
、
邑
屋
改
異
し
て
、
役
た
相

識
る
も
の
無
し
。
問
訊
し
て
七
世
の
孫
を
得
た
り
。
上
世
　
山
に

入
り
、
迷
ひ
て
昂
る
を
得
ず
と
情
へ
聞
く
と
い
ふ
。
哲
の
太
元
八

年
に
至
り
、
忽
ち
復
た
去
り
、
何
れ
の
所
な
る
か
を
知
ら
ず
。

【
訳
文
】
　
漢
の
明
帝
の
永
平
五
年
、
別
解
の
劉
員
・
玩
肇
は
連

れ
だ
っ
て
天
台
山
に
こ
う
そ
の
樹
皮
を
取
り
に
行
き
、
道
に
迷
っ

て
帰
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
十
三
日
も
経
つ
と
、
食
糧
が

尽
き
て
、
飢
え
て
死
に
そ
う
に
な
っ
た
。
遥
か
に
山
頂
を
望
み
見

る
と
一
本
の
桃
の
木
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
実
が
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
絶
壁
や
深
い
谷
が
あ
っ
て
、
ま
っ
た
く
登
る
道
が
な
か
っ

た
。
藤
や
葛
の
つ
る
を
つ
た
っ
て
よ
じ
登
り
、
や
っ
と
頂
上
に
た

ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
数
個
の
桃
を
食
べ
る
と
、

飢
え
が
お
さ
ま
り
元
気
を
回
復
し
た
。
山
を
下
り
、
杯
で
水
を
く

み
、
手
を
洗
い
口
を
す
す
ご
う
と
す
る
と
、
か
ぶ
の
葉
が
山
腹
か

ら
流
れ
て
く
る
の
を
見
た
。
と
て
も
新
鮮
だ
っ
た
。
ま
た
一
つ
の

杯
が
流
れ
て
き
て
、
胡
麻
飯
の
粒
が
つ
い
て
い
た
。
二
人
は
、
「

こ
れ
は
人
の
通
う
道
ま
で
遠
く
は
な
い
ぞ
」
と
言
い
、
す
ぐ
に
一

緒
に
川
の
中
に
入
り
、
流
れ
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
二
三
里
行
く
と
、

山
を
越
え
て
一
つ
の
大
き
な
谷
川
に
出
る
こ
と
が
で
き
た
。

谷
川
の
ほ
と
り
に
二
人
の
女
が
い
て
、
そ
の
容
姿
は
た
λ
＼
い
ま

れ
な
美
し
き
だ
っ
た
。
二
人
が
杯
を
持
っ
て
州
か
ら
出
て
き
た
の

を
見
る
と
、
笑
っ
て
、
「
劉
・
玩
き
ん
の
お
二
人
が
、
さ
き
ほ
ど
「

川
に
流
し
て
し
ま
っ
た
杯
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
よ
」

と
言
っ
た
。
劉
晨
・
阪
肇
は
彼
女
た
ち
に
見
覚
え
は
な
か
っ
た
が
、

二
人
の
女
が
自
分
た
ち
の
名
を
呼
ん
だ
の
で
、
昔
な
じ
み
の
よ
う

な
気
が
し
て
、
顔
を
見
合
わ
せ
て
喜
ん
だ
。
二
人
の
女
は
、
「
ど

う
し
て
お
い
で
に
な
る
の
が
遅
か
っ
た
の
」
と
尋
ね
な
が
ら
、
彼

ら
を
自
分
た
ち
の
家
に
案
内
し
た
。

そ
の
家
は
銅
の
瓦
で
葺
い
て
あ
り
、
南
と
東
の
壁
ぎ
わ
に
そ
れ

ぞ
れ
大
き
な
寝
台
が
置
い
て
あ
っ
た
。
ど
ち
ら
に
も
赤
い
薄
絹
の

帳
が
め
そ
ら
し
て
あ
り
、
帳
の
す
み
に
は
鈴
が
か
か
り
、
金
や
銀

の
飾
り
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
寝
台
の
側
に
は

十
人
の
侍
女
が
ひ
か
え
て
い
た
。
二
人
の
女
は
侍
女
た
ち
に
、
「

劉
・
阪
さ
ん
の
お
二
人
は
、
険
し
い
山
を
越
え
て
こ
ら
れ
、
さ
き

ほ
ど
桃
を
食
べ
ら
れ
ま
し
た
が
、
ま
だ
お
疲
れ
で
す
。
す
そ
に
食

事
の
用
意
を
し
な
さ
い
」
と
命
じ
た
。
胡
麻
飯
や
、
山
羊
の
ほ
し

肉
や
、
牛
肉
を
食
べ
た
。
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
。
食
事
が
終
わ
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る
と
酒
が
振
る
舞
わ
れ
た
。
一
群
の
女
た
ち
が
や
っ
て
来
た
。
そ

れ
ぞ
れ
数
個
の
桃
を
持
ち
、
笑
い
な
が
ら
、
「
あ
な
た
た
ち
の
お

婿
さ
ん
が
来
ら
れ
た
の
を
お
祝
い
し
ま
す
」
と
言
っ
た
。
酒
宴
が

閑
に
な
る
と
音
楽
が
演
奏
さ
れ
た
。
劉
・
院
の
二
人
は
嬉
し
さ
と

不
安
が
入
り
交
じ
っ
た
気
持
だ
っ
た
。
日
が
暮
れ
る
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
寝
台
で
休
ま
せ
た
。
二
人
の
女
も
寝
台
に
や
っ
て
来
た
が
、

そ
の
声
は
清
ら
か
で
美
し
く
、
憂
い
を
忘
れ
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。

十
日
が
過
ぎ
、
家
に
帰
り
た
い
と
言
っ
た
。
す
る
と
女
た
ち
は
、

「
あ
な
た
方
が
こ
こ
に
来
ら
れ
た
の
は
、
前
世
の
福
に
導
か
れ
た

の
で
す
。
ど
う
し
て
帰
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
で
す
か
」
と
言
っ
た
。

そ
の
ま
ま
半
年
滞
在
し
た
。
気
候
や
草
木
は
い
つ
も
春
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
鳥
が
さ
え
ず
っ
て
い
た
が
、
二
人
は
い
っ
そ
う
故
郷
を
思

っ
て
悲
し
み
が
つ
の
り
、
帰
り
た
い
と
し
き
り
に
訴
え
た
。
女
た

ち
は
、
「
現
世
の
罪
業
が
あ
な
た
た
ち
を
引
き
寄
せ
て
い
る
の
で

す
ね
。
ど
う
し
な
う
も
あ
り
ま
せ
ん
わ
」
と
言
っ
た
。
そ
こ
で
先

た
お
祝
い
に
来
た
女
た
ち
を
呼
ぶ
と
、
三
四
十
人
が
来
た
。
集
ま

っ
て
送
別
の
会
を
開
き
音
楽
を
演
奏
し
て
、
一
緒
に
劉
・
院
を
見

送
り
、
帰
り
の
道
を
教
え
た
。

故
郷
に
帰
っ
て
み
る
と
、
親
戚
や
旧
友
は
死
に
絶
え
て
、
村
や

家
の
様
子
は
変
わ
っ
て
い
て
、
知
り
合
い
の
も
の
は
誰
も
い
な
か

っ
た
。
尋
ね
回
っ
て
七
代
目
の
孫
を
見
つ
け
出
し
た
。
孫
は
、
先

祖
が
山
に
入
り
、
迷
っ
て
帰
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
伝
え

聞
い
て
い
る
と
言
っ
た
。
二
人
は
晋
の
太
元
八
年
に
な
っ
て
、
ふ

と
出
か
け
た
ま
ま
、
何
処
へ
行
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
。

【
補
説
】
　
こ
の
話
は
、
「
桃
花
源
記
」
　
の
現
実
味
を
帯
び
た
別

世
界
と
は
対
照
的
な
神
仙
的
別
世
界
を
記
し
て
い
て
、
唐
代
の
小

説
『
遊
仙
窟
』
(
張
鷺
撰
)
　
の
粉
本
と
も
言
わ
れ
、
後
世
の
類
話

に
与
え
た
影
響
も
大
き
い
。
『
蒙
求
』
に
は
、
「
桃
花
源
記
」
と

並
べ
て
「
武
陵
桃
源
・
劉
阪
天
台
」
と
施
し
て
採
録
き
れ
、
栗
の

『
酔
翁
談
録
』
・
『
緑
宙
新
話
』
　
に
も
そ
れ
ぞ
れ
「
劉
阪
過
仙
女

干
天
台
山
」
「
劉
玩
過
天
台
女
仙
」
と
思
し
て
収
め
ら
れ
、
元
以

後
の
雑
劇
で
も
こ
れ
を
題
材
に
し
た
も
の
が
見
ら
れ
る
　
(
李
創
國

『
唐
前
志
怪
小
説
輯
繹
』
に
詳
し
い
)
。

天
台
山
の
神
仙
世
界
の
特
徴
と
し
て
は
、

①
神
仙
世
界
の
人
は
、
人
間
界
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
。

②
神
仙
世
界
は
、
気
候
が
い
つ
も
春
で
あ
る
。
美
味
し
い
酒
食
に

美
し
い
女
性
が
い
る
。

③
時
間
の
経
過
が
違
う
。
神
仙
世
界
の
半
年
余
り
は
、
人
間
世
界

の
三
百
年
に
相
当
す
る
。

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
神
仙
世
界
が
人
間
の
あ
こ
が
れ
の
世

界
と
し
て
創
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
つ
ま
り
、
神

仙
世
界
は
人
間
界
の
こ
と
を
す
べ
て
見
通
し
て
い
て
、
い
つ
も
温

暖
な
歓
楽
を
尽
く
せ
、
年
を
と
る
の
も
遅
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
こ
の
世
に
住
み
に
く
さ
を
感
じ
た
人
間
は
、
も
っ
と

楽
し
い
自
分
に
と
っ
て
理
想
的
な
世
界
(
理
想
拓
)
を
夢
想
す
る
。

つ
ま
り
「
異
郷
へ
の
あ
こ
が
れ
」
　
で
あ
る
。
『
毛
詩
』
観
凪
碩
鼠

に
、
悪
政
に
苦
し
む
人
が
「
逝
賂
去
汝
、
通
彼
巣
土
。
策
士
、
具ウ

土
、
宏
得
我
所
。
」
(
「
逝
き
て
将
に
汝
を
去
り
、
彼
の
楽
土
に
通
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ー
ー
こ

か
ん
と
す
。
楽
土
　
楽
土
、
完
に
我
が
所
を
得
ん
)
　
と
、
悪
政
の

な
い
楽
土
を
求
め
る
詩
が
あ
り
、
『
老
子
』
第
八
十
章
に
　
「
小
国

寡
民
」
　
の
理
想
郷
を
主
張
す
る
の
も
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『

荘
子
』
遣
迄
遊
蔦
の
　
「
無
何
有
之
郷
」
、
『
列
子
』
黄
帝
蔦
の
「

華
百
氏
国
」
が
あ
る
。
そ
し
て
、
秦
の
始
皇
帝
や
漢
の
武
帝
が
求

め
続
け
た
「
不
老
不
死
」
が
、
様
々
な
長
生
術
を
生
み
、
そ
れ
を

実
現
し
た
神
仙
世
界
を
創
造
す
る
よ
う
に
な
る
。

た
だ
こ
の
『
幽
明
録
』
　
の
話
は
、
単
な
る
神
仙
の
世
界
で
は
な

く
、
仏
教
も
参
入
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
現
世
に
生
ま
れ
る
前
の

福
徳
に
導
か
れ
神
仙
の
世
界
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
、
罪
業
に
よ

っ
て
現
世
に
引
き
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
天
台
二
女
の
言
葉
「

宿
福
所
牽
」
「
罪
牽
君
」
か
ら
考
え
ら
れ
る
　
(
注
釈
参
照
)
。
ま

た
、
劉
・
抗
が
山
に
は
入
る
時
代
を
、
中
国
に
仏
教
が
伝
え
ら
れ

た
と
称
さ
れ
る
後
漢
の
明
帝
の
時
に
設
定
し
て
い
る
の
も
、
そ
の

影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
廣
記
』
巻
六
一
(
女
仙
六
)
は
「
天
台
二
女
」
と
題
し
、
「

出
『
神
仙
記
』
」
　
(
明
抄
本
作
「
出
『
捜
紳
記
』
」
)
　
と
し
て
こ
の

話
を
収
録
し
て
い
る
が
、
『
神
仙
記
』
と
い
う
書
は
不
明
で
あ
る
。

江
招
樋
校
注
『
捜
紳
記
』
　
で
は
、
侠
文
2
7
　
(
『
贋
記
』
　
の
文
と
異

な
る
所
が
あ
る
の
で
、
明
抄
本
に
拠
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
)
　
に

収
め
る
。
点
校
本
『
廣
記
』
(
中
華
喜
局
)
　
の
文
は
次
の
よ
う
で

あ
る
。

劉
晨
・
玩
肇
入
天
台
採
桑
、
通
不
得
返
。
経
十
三
日
餞
、

造
望
山
上
有
桃
樹
子
熱
。
遂
蹄
険
援
葛
至
其
下
、
嘲
数
枚
、

餞
止
鰭
充
。
欲
下
山
、
以
杯
取
水
。
見
崇
吾
桑
流
下
、
甚
鮮

研
。
復
有
一
杯
流
下
、
有
胡
麻
飯
焉
。
乃
相
謂
日
、
「
此
近

人
臭
。
」
遂
渡
山
、
出
一
大
漢
。

潔
邊
有
二
女
子
、
色
甚
美
。
見
二
人
持
盃
、
便
笑
日
、
「

劉
・
玩
二
郎
、
捉
向
杯
来
。
」
劉
・
′
阪
驚
。
二
女
遂
欣
然
如

曹
相
識
。
日
、
「
来
何
晩
耶
。
」
国
選
還
家
。

南
東
二
壁
、
各
有
縁
羅
帳
。
帳
角
懸
鈴
、
上
有
金
銀
交
錯
。

各
有
数
侍
碑
使
令
。
其
繹
有
胡
麻
飯
、
山
羊
腑
、
牛
肉
、
甚

美
。
食
畢
行
酒
、
俄
有
群
女
持
桃
子
、
笑
日
、
「
賀
汝
堵
来
。
」

酒
酎
作
契
。
夜
後
各
就
一
帳
宿
、
腕
態
殊
絶
。

至
十
日
、
求
還
、
苦
留
半
年
。
気
候
草
木
是
春
時
、
百
島

暗
唱
。
更
懐
郷
、
掃
思
甚
苦
。
女
遂
相
送
、
指
示
還
路
。

郷
邑
零
落
、
巳
十
世
臭
。

「
漢
明
帝
永
平
五
年
」
「
宿
福
」
「
罪
」
と
い
う
仏
教
に
関
係

す
る
と
思
わ
れ
る
言
葉
は
な
く
、
最
後
の
「
曹
太
元
八
年
」
も
な

い
。
或
い
は
も
と
も
と
こ
の
よ
う
な
話
が
あ
っ
て
、
『
幽
明
録
』

の
よ
う
な
文
章
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

『
蒙
求
』
が
『
績
齋
誤
記
』
か
ら
引
く
話
は
、
以
下
の
よ
う
で

あ
る
　
(
『
類
林
雑
説
』
巻
一
五
、
『
輿
地
紀
勝
』
巻
二
一
な
ど
も

『
絹
齋
請
記
』
か
ら
引
く
)
。

漢
明
帝
永
平
中
、
別
線
有
劉
晨
・
阪
肇
。
入
天
台
山
採
薬
、

迷
失
道
路
、
娘
壷
。
望
山
頭
有
桃
。
共
取
食
之
、
如
覚
少
健
。

下
山
得
湖
水
飲
之
、
並
操
洗
。
望
見
蔓
青
菜
葉
、
従
山
復
出
。

次
有
一
杯
流
出
、
申
有
胡
麻
飯
屑
。
二
人
相
謂
日
、
「
去
人
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不
通
。
」
　
困
過
水
行
一
里
、
又
度
一
山
、
出
大
漠
。

見
二
女
、
顔
容
絶
妙
、
世
末
有
。
便
喚
劉
・
阪
姓
名
、
如

有
膏
。
喜
問
、
「
郎
等
来
何
晩
。
」
困
邁
過
家
。

廃
館
服
飾
精
華
、
東
西
各
有
床
。
帳
碓
設
七
賓
瓔
塙
、
非

世
所
有
。
左
右
直
悉
背
衣
端
正
、
都
無
男
子
。
須
央
下
胡
麻

飯
、
山
羊
胴
。
甚
美
。
又
設
甘
酒
。
有
数
十
客
、
将
三
五
桃

至
云
、
「
来
慶
女
増
。
」
各
出
欒
器
、
歌
詞
作
禦
。
日
向
暮
、

仙
女
各
還
去
。
劉
・
阪
就
所
遊
女
家
止
宿
、
行
夫
婦
之
道
。

留
十
五
日
、
求
還
。
女
日
、
「
来
此
、
皆
是
宿
福
所
招
。

得
興
仙
女
交
接
。
流
俗
何
所
黛
。
」
遂
住
半
年
。
天
気
和
通
、

常
如
三
二
月
、
百
鳥
哀
嶋
。
悲
思
求
掃
甚
切
。
女
日
、
「
罪

根
来
滅
、
使
君
等
如
此
。
」
更
喚
諸
仙
女
、
共
作
歌
吹
、
送

劉
・
院
。
「
従
此
山
東
洞
口
去
、
不
通
至
大
道
。
」
随
其
言
、

果
得
還
家
郷
。

並
無
相
識
、
郷
里
怪
異
。
乃
験
得
七
代
子
孫
。
博
聞
上
組

入
山
不
出
、
不
知
何
在
。
既
無
親
展
、
栖
泊
無
所
。
却
欲
還

女
家
、
尋
山
路
不
獲
。
至
太
康
八
年
、
失
二
人
所
在
。

概
ね
『
幽
明
録
』
と
似
て
い
る
が
、
「
都
無
男
子
」
「
得
輿
仙
女

交
接
。
流
俗
何
所
黛
。
」
　
の
表
現
が
加
わ
り
、
や
や
仙
女
と
の
交

歓
に
重
点
が
移
っ
た
よ
う
な
記
述
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
同
じ
刹
県
の
民
の
似
た
話
が
『
捜
紳
後
記
』
巻
一
(
第

三
話
)
　
に
あ
る
　
(
『
御
覚
』
巻
四
一
引
『
績
捜
紳
記
』
)
。

会
稽
刹
醇
民
衰
相
・
根
碩
二
人
猟
、
経
深
山
重
嶺
甚
多
。
見

一
軍
山
羊
六
七
頭
、
逐
之
。
経
一
石
橋
、
甚
狭
而
唆
。
羊
去
、

根
等
亦
随
渡
、
向
絶
畦
。
唯
正
赤
、
璧
立
、
名
目
赤
城
。
上

有
水
流
下
、
廣
狭
如
匹
布
。
別
人
謂
之
撮
布
。
羊
径
有
山
穴

如
門
。
缶
然
而
過
。
既
入
、
内
甚
平
敵
、
草
木
皆
香
。
有
一

小
屋
、
二
女
子
住
其
中
。
年
皆
十
五
六
、
容
色
甚
美
、
著
青

衣
。
一
名
登
珠
、
一
名
□
口
。
見
二
人
至
、
欣
然
云
、
「
早

望
汝
来
。
」
遠
島
室
家
。
忽
二
女
出
行
云
、
「
復
有
得
璃
者
、

往
慶
之
。
」
曳
履
於
絶
巌
上
行
、
琅
琅
然
。
二
人
思
昂
、
漕

去
蹄
路
。
二
女
追
還
己
知
、
乃
謂
日
、
「
自
可
去
。
」
　
乃
以

一
腕
嚢
輿
根
等
、
語
日
、
「
恨
勿
開
也
。
」
於
是
乃
福
。
後

出
行
、
家
人
閲
視
其
嚢
。
嚢
如
蓮
花
、
一
重
去
、
一
重
複
、

至
五
蓋
、
中
有
小
青
島
、
飛
去
。
根
還
知
此
、
恨
然
而
巳
。

後
根
於
田
中
耕
。
家
依
常
餉
之
、
見
在
田
中
不
動
。
就
視
、

但
有
殻
如
蝉
娩
也
。
(
会
稽
の
別
線
の
民
彙
相
・
損
項
の
二

人
猟
し
て
、
深
山
を
経
る
に
重
嶺
甚
だ
多
し
。
一
軍
の
山
羊

六
七
頭
を
見
て
、
之
を
逐
ふ
。
一
石
橋
を
経
る
に
、
甚
だ
狭

け
は

く
し
て
唆
し
。
羊
　
去
り
、
棍
等
も
亦
院
ひ
て
渡
り
、
絶
域

に
向
ふ
。
嗟
　
正
に
赤
く
し
て
、
璧
立
し
、
名
づ
け
て
赤
城

と
日
ふ
。
上
に
水
流
有
り
て
下
り
、
広
狭
　
匹
布
の
如
し
。

別
人
　
之
を
湿
布
と
謂
ふ
。
羊
径
に
山
穴
有
り
て
門
の
如
し
。

缶
然
と
し
て
過
λ
＼
。
既
に
入
れ
ば
、
内
は
甚
だ
平
敵
に
し
て
、

草
木
皆
香
し
。
一
小
屋
有
り
て
、
二
女
子
其
の
中
に
住
む
。

t
.

年
　
皆
十
五
六
、
容
色
甚
だ
美
に
し
て
、
青
衣
を
著
る
。
一

の
名
は
登
珠
、
一
の
名
は
ロ
ロ
な
り
。
二
人
の
至
る
を
見
て
、

欣
然
と
し
て
云
ふ
、
「
早
に
汝
の
来
た
る
を
望
む
」
と
。
遂
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に
室
家
と
鳥
る
。
忽
ち
二
女
　
出
で
行
か
ん
と
し
て
云
ふ
、

「
復
た
塙
を
得
た
る
者
有
り
、
往
き
て
之
を
慶
せ
ん
」
と
。

屈
を
絶
鼠
上
に
曳
き
て
行
き
、
琅
琅
然
た
り
。
二
人
　
宛
ら

ん
と
思
ひ
、
漕
か
に
露
路
に
去
る
。
二
女
　
還
る
を
追
ひ
て

己
に
知
り
、
乃
ち
謂
ひ
て
日
く
、
「
自
ら
去
る
可
し
」
と
。

乃
ち
一
の
脱
嚢
を
以
て
棍
等
に
興
へ
、
語
り
て
日
く
、
「
恨

み
て
開
く
こ
と
勿
れ
」
と
。
是
に
於
い
て
乃
ち
昇
る
。
後

出
で
行
く
に
、
家
人
其
の
嚢
を
開
き
視
る
。
嚢
蓬
花
の
如

く
、
一
重
去
れ
ば
、
一
重
復
た
あ
り
、
五
蓋
に
至
り
、
中
に

小
青
鳥
有
り
て
、
飛
び
去
る
。
棍
　
還
り
て
此
を
知
り
、
憤

然
た
る
の
み
。
後
　
損
　
田
中
に
於
い
て
耕
す
。
家
　
常
に
依

お
く

り
て
之
に
餉
る
に
、
田
中
に
在
り
て
動
か
ざ
る
を
見
る
。
就

き
て
視
れ
ば
、
但
だ
殻
有
り
て
蛸
塊
の
如
き
な
り
。
)

「
復
有
得
璃
者
、
往
慶
之
。
」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
見
れ
ば
、
『

幽
明
録
』
　
の
話
と
対
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。
な
お
、
『

玉
燭
寅
典
』
(
古
逸
叢
書
)
　
巻
八
引
『
志
怪
』
に
　
「
嚢
似
蓮
花
、

中
有
青
鳥
。
」
と
あ
り
、
『
志
怪
』
　
に
も
こ
の
話
が
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
(
『
古
小
説
鈎
沈
』
　
で
は
「
雉
鬼
紳
志
怪
」
第
四
話
の

郡
相
が
華
山
に
薬
を
採
り
に
入
っ
た
話
の
中
に
、
こ
の
二
句
を
入

れ
て
い
る
が
、
李
別
図
『
唐
前
志
怪
小
説
輯
繹
』
で
は
「
非
是
。
」

と
い
う
。
)

3
9
曹
蛾
父
溺
死
。
城
見
瓜
浮
、
得
屍
。
〔
類
棄
八
十
七
〕
※
郭
晩

晴
輯
洋
本
一
九
三
百

【
注
釈
】
　
曹
娘
　
後
漢
の
順
帝
の
渓
安
(
一
四
二
-
一
四
四
)

年
間
ご
ろ
の
孝
女
。
『
後
漢
書
』
巻
八
四
列
女
博
に
伝
が
あ
る
。

瓜
浮
　
曽
根
が
川
に
瓜
を
浮
か
べ
、
父
の
屍
の
あ
る
と
こ
ろ
で

沈
む
よ
う
に
神
に
告
げ
た
こ
と
を
い
う
。

′
」

【
訓
読
】
　
曹
蛾
の
父
　
溺
死
す
。
蛾
　
瓜
の
浮
か
ぶ
を
見
て
、
屍

を
得
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

【
訳
文
】
　
曹
蛾
の
父
が
溺
死
し
た
。
蛾
は
瓜
の
浮
か
ぶ
の
を
見

て
、
屍
を
見
つ
け
た
。

【
補
説
】
　
こ
の
話
の
詳
和
は
、
『
世
説
新
語
』
捷
悟
唐
の
魂
武

帝
曹
操
が
曹
蛾
碑
の
文
字
に
つ
い
て
楊
情
に
尋
ね
る
話
の
劉
孝
標

注
に
引
く
曽
・
虞
預
撰
『
会
稽
典
録
』
に
見
え
る
。

孝
女
曽
根
者
、
上
虞
人
。
父
肝
、
能
撫
節
按
歌
、
婆
婆
欒
神
。

漢
安
二
年
、
迎
伍
君
神
、
折
涼
而
上
、
馬
水
所
掩
、
不
得
其

P
。
蛾
年
十
四
、
競
慕
思
肝
、
乃
投
瓜
干
江
、
存
其
父
戸
日
、

「
父
在
此
、
瓜
告
沈
。
」
句
有
七
日
、
瓜
偶
沈
。
遂
自
投
於

江
而
死
。
螺
長
度
尚
、
悲
憐
其
義
、
鳥
之
改
葬
、
命
其
弟
子

耶
都
子
超
鳥
之
作
碑
。
(
孝
女
曹
蛾
は
、
上
虞
の
人
な
り
。

父
の
肝
、
能
く
節
を
撫
し
歌
を
按
じ
、
婆
婆
し
て
相
を
欒
し

ま
し
む
。
漢
安
二
年
二
四
三
)
、
伍
君
神
を
迎
へ
ん
と
し
、

涼
を
折
り
て
上
り
、
水
の
滝
ふ
所
と
為
り
、
其
の
戸
を
得
ず
。

蛾
年
十
四
、
競
び
て
肝
を
慕
思
し
、
乃
ち
瓜
を
江
に
投
じ
、

と

其
の
父
の
戸
を
存
ひ
て
日
く
、
「
父
　
此
に
在
ら
ば
、
瓜
昔
に

沈
む
べ
し
」
と
。
句
有
七
日
に
し
て
、
瓜
偶
た
ま
沈
む
。
遂

に
自
ら
江
に
投
じ
て
死
す
。
賭
長
の
度
尚
、
其
の
義
を
悲
憐
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し
、
之
が
鳥
に
改
葬
し
、
其
の
弟
子
耶
郡
子
超
に
命
じ
て
之

が
鳥
に
碑
を
作
ら
し
む
。
)

『
類
棄
』
巻
七
引
『
会
稽
典
録
』
に
よ
れ
ば
、
父
が
祈
穏
中
に

溺
死
し
た
の
は
、
漢
安
二
年
の
五
月
五
日
と
な
っ
て
い
る
。
魯
迅

輯
『
会
稽
郡
故
書
経
集
』
に
は
、
『
世
説
新
語
』
　
注
の
他
に
、
『

類
繁
』
巻
七
・
『
御
覧
』
巻
三
一
・
『
事
類
賦
注
』
巻
四
・
『
歳
時

廣
記
』
巻
二
三
・
『
嘉
泰
会
稽
志
』
巻
一
〇
・
『
後
漢
書
』
注
な

ど
か
ら
輯
録
し
て
い
る
。

『
後
漢
書
』
巻
八
四
列
女
博
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

孝
女
曹
蛾
者
、
会
稽
上
虞
人
也
。
父
肝
、
能
絃
歌
、
鳥
巫
祝
。

漢
安
二
年
五
月
五
日
、
於
鯖
江
折
漬
婆
裟
迎
押
、
溺
死
、
不

得
屍
骸
。
蛾
年
十
四
、
乃
沿
江
競
巽
、
責
夜
不
絶
壁
、
句
有

七
日
、
遂
投
江
而
死
。
至
元
嘉
元
年
、
牌
長
度
尚
改
葬
蛾
於

江
南
這
傍
、
焉
立
碑
焉
。
(
孝
女
曹
蛾
は
、
会
稽
上
虞
の
人

な
り
。
父
の
肝
、
能
く
絃
歌
し
、
巫
視
た
り
。
漢
安
二
年
五

月
五
日
、
解
江
に
於
い
て
涼
を
折
り
て
婆
婆
し
相
を
迎
へ
ん

と
し
、
溺
死
し
、
-
屍
骸
を
得
ず
。
蛾
　
年
十
四
、
乃
ち
江
に

ヽ
ノ

沿
ひ
て
競
巽
し
、
童
夜
　
蟹
を
絶
た
ざ
る
こ
と
、
旬
有
七
日

に
し
て
、
遂
に
江
に
投
じ
て
死
す
。
元
嘉
元
年
　
二
五
一
)

に
至
り
、
賄
長
の
度
尚
　
桟
を
江
南
の
近
傍
に
改
葬
し
、
馬

に
碑
を
立
つ
。
)

唐
・
李
賢
注
に
、
「
蛾
投
衣
於
水
、
祝
日
、
『
父
屍
所
在
衣
雷
沈
。
』

衣
院
流
至
一
虎
而
沈
。
蛾
遂
院
衣
而
没
。
「
衣
」
字
或
作
「
瓜
」
。

見
項
原
列
女
博
也
。
」
　
(
蛾
　
衣
を
水
に
投
じ
、
祝
ト
ソ
て
日
く
、
「

父
の
屍
の
在
る
所
　
衣
昔
に
沈
む
べ
し
」
と
。
衣
　
流
れ
に
院
ひ
一

虎
に
至
り
て
沈
む
。
蛾
遂
に
衣
に
随
ひ
て
浸
す
。
「
衣
」
字
或
い

は
「
瓜
」
に
作
る
。
項
原
列
女
博
に
見
ゆ
。
)
　
と
あ
る
の
で
、
曹

蛾
が
父
の
屍
の
在
り
か
を
捜
す
の
に
、
異
説
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
な
お
李
賢
注
に
引
く
『
会
稽
典
録
』
に
は
、
度
尚
の
弟
子

の
耶
郡
淳
(
字
は
子
穏
)
が
異
才
が
あ
り
、
碑
文
を
書
い
た
こ
と
、

後
に
奈
良
が
傍
ら
に
八
字
を
書
き
加
え
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。ま
た
、
『
異
苑
』
巻
一
〇
(
第
3
6
7
話
)
「
曹
蛾
碑
」
に
は
、

孝
女
曹
蛾
者
、
会
稽
上
虞
人
也
、
父
肝
、
能
絃
歌
島
巫
。
漢

安
帝
二
年
五
月
五
日
、
於
鯖
江
源
治
迎
婆
婆
神
、
溺
死
不
得

屍
骸
。
蛾
年
十
四
、
乃
縁
江
競
英
、
査
夜
不
絶
壁
、
七
日
遂

投
江
而
死
。
三
日
後
、
輿
父
戸
倶
出
。
至
元
嘉
元
年
、
鯨
長

度
尚
、
改
葬
蛾
於
江
南
這
傍
、
焉
立
碑
焉
。
陳
留
蕪
由
宇
伯

噂
、
避
難
過
呉
、
訝
曽
根
碑
文
、
以
鳥
詩
人
之
作
、
無
詭
妄

也
。
因
刻
石
労
作
、
「
黄
絹
幼
婦
、
外
孫
恵
白
」
　
八
字
。
鵠

武
見
而
不
能
子
、
以
問
群
億
、
莫
有
解
者
、
有
婦
人
浣
干
江

渚
、
日
、
第
四
車
解
。
既
而
禰
正
平
也
、
衡
即
以
離
合
義
解

之
、
或
謂
此
婦
人
即
根
室
也
。

と
記
す
。
前
半
部
分
は
、
『
後
漢
書
』
と
ほ
ぼ
同
文
で
、
後
半
は

李
賢
注
引
『
会
稽
典
録
』
　
の
桑
呂
が
八
字
を
添
え
た
話
に
、
曹
操

が
そ
れ
を
理
解
で
き
ず
、
庸
街
が
解
読
す
る
こ
と
な
ど
が
付
け
加

え
ら
れ
て
い
る
。
後
半
部
は
、
『
世
説
新
語
』
捷
悟
窟
注
引
『
異

苑
』
と
同
じ
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
績
)
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